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本書について 

 

平塚市では、平塚の環境を守り育てていく指針として「平塚市環境基本計画」を策定し、

地球温暖化防止や自然環境の保全等につながる施策の取組を進めています。 

環境基本計画では、毎年度、前年度における施策の実施状況について評価・点検を行い、

計画に位置づけた施策の着実な推進を図ることとしており、この度、環境基本計画（事業計

画前期）に位置付けられた 201８年度（平成３０年度）の施策・事業の進捗状況がまとま

りましたので、報告させていただきます。 
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平塚市環境基本計画について 

 

 「平塚市環境基本計画」（平成 29 年 3 月策定）は、環境の保全と創造に関する施策を総

合かつ計画的に推進する上での基本となる計画です。この計画に基づき、平塚市では、市民・

事業者・市が協働でさまざまな取組を進めています。 

 

 

１ 計画期間 

  計画期間は、平成 29 年度から令和８年度までとしますが、環境問題をとりまく社会情

勢の変化などにより、必要に応じて見直しを行います。また、施策や事業計画については、

5 年毎に見直しを行います。 

事業計画前期：平成２９年度～令和３年度 

事業計画後期：令和４年度～令和８年度 

 

 

２ 環境基本計画のめざすもの 

（１）めざすべき環境像 

  環境基本計画では、市民、事業者、市の三者が共通の認識を持って環境の保全と創造に

取り組むために、「めざすべき環境像」を次のとおり掲げています。 

 
 

（２）３つの基本方針 

めざすべき環境像の実現に向けて、環境の保全と創造に取り組んでいくため、３つの基

本方針を設定します。そのため、計画に位置付けられるすべての施策は、３つの基本方針

を尊重して進めることとします。基本方針の理念に沿って施策を実現していくことで、め

ざすべき環境像の実現を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球にやさしい、自然にやさしい、人にやさしいまち ひらつか 

１ 環境保全・創造への参加と協働 

市民・事業者の自発的かつ積極的な参加と

市を含めた三者の協働により、将来の世代に

継承すべき環境の保全と創造をたゆみなく

行います。 

２ 自然と人との共生の確保 

丘陵、里山、農地、河川、海などの豊かで

身近な自然を大切にするとともに、これらの

自然とのふれあいを図り、自然と人との共生

を図ります。 

３ 地球にやさしい社会の実現 

日常生活や事業活動の中で環境への負荷

を低減し、大気、水、資源などの物質循環シ

ステムの確立や低炭素社会の実現を推進し

ます。 
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（３）重点テーマ 

 めざすべき環境像の実現に向けて、基本方針に沿って、環境の保全と創造を推進していく

ためには、分野別の施策を、それぞれ個別に取り組むのではなく、施策どうしを連関させて

庁内の関係部署が横断的に取り組むとともに、市民と市、事業者と市等のように各主体が連

携し、施策を総合的に推進していくことが必要です。このように、施策を総合的に推進する

ことで、より良いまちづくりに寄与するよう、多角的な視点を持って取り組みます。 

 ３つの基本方針を、より具体的に施策に反映させるため、本市の主要課題を踏まえて、多

岐にわたる施策の中でも特に重点的に取り組む３つの重点テーマを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点テーマ１： 

「環境市民」が活躍する地域づくり 

基本方針１： 

環境保全・創造への 

参加と協働 

 
多様な環境保全・創造に向け、多様な主体による取組を

推進するため、「環境市民」の活動の輪を広げます。 

重点テーマ２： 

自然環境が有する機能・魅力の活用 
基本方針２： 

自然と人との共生 

の確保 

環境基本計画の基本方針 ３つの重点テーマ 

自然環境の保全を進めるとともに、自然を活用していく

ことで、自然と人との共生を図ります。 

重点テーマ３： 

低炭素社会＊・循環型社会の形成による持続可能な社会 
基本方針３： 

地球にやさしい 

社会の実現 
低炭素社会、循環型社会の形成に向け、まちづくりを進

めます。 
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３ 施策の体系 

環境基本計画では、「生活環境分野」、「自然環境分野」、「都市環境分野」、「地球環境分野」

及び「環境保全活動等」の施策を定めます。めざすべき環境像の実現を目指し、各施策は、

基本方針の理念を尊重して取り組むこととします。 

また、市民、事業者、市等がそれぞれ自主的かつ積極的に取り組むことで、めざすべき環

境像の実現につながることから、市民・事業者等による取組についても、例示します。 

分 野 施策の柱 施  策 

１ 

安全な生活

環境を確保

します 

(生活環境分野) 

１－１ 大気環境・水環境を保

全します 

・大気環境の保全対策の促進 

・水環境の保全対策の促進 

１－２ 安全で快適な生活環

境を確保します 

・化学物質対策の促進 

・土壌汚染・地下水汚染＊への対応 

・騒音・振動・悪臭・地盤沈下に対する取組 

２ 

自然環境を

保全・再生し

ます 

(自然環境分野) 

２－１ 生物多様性を保全し

ます 

・生物多様性の保全対策の推進 

２－２ 里山を保全・再生しま

す 

・里山の保全・再生とふれあいの推進 

２－３ 水辺の自然を再生し

ます 

・川や海の自然環境の再生とふれあいの推進 

２－４ 農地を保全・活用しま

す 

・農業の活性化、農業とのふれあいの推進 

・環境に配慮した農業の推進 

３ 

快適な都市

環境を保全 

・創造します 

(都市環境分野) 

３－１ うるおいとやすらぎ

のあるまちをつくり

ます 

・みどりのネットワークの形成 

・さわやかで清潔なまちづくりの推進 

・平塚らしい景観のあるまちづくりの推進  

３－２ 環境共生型のまちを

つくります 

・環境共生モデル都市の形成 

・交通の円滑化の推進 

・ヒートアイランド対策の推進 

４ 

地球環境保

全へ貢献し

ます 

(地球環境分野) 

４－１ 低炭素社会の実現に

向けて取り組みます 

・再生可能エネルギーや高効率な省エネルギー機器等

の導入促進 

・くらしや事業活動における環境への配慮の促進 

・市の事業活動における環境への配慮 

４－２ 循環型社会の実現に

向けて取り組みます 

・廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進 

・不法投棄防止対策の推進 

５ 

市民・事業者

等による環境

保全活動を促

進します 

(環境保全活動等) 

５－１ 環境教育・環境学習を

推進します 

・幼稚園・小中学校などにおける環境教育の充実 

・地域における環境教育・環境学習の充実 

５－２ 市民等の取組や連携

を支援します 

・市民活動や企業の取組に対する支援 
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４ 年度ごとの進行管理方法 

（１） 計画の点検・評価及び公表について 

① 担当課による自己点検 

・ 前年度に実施された施策の実績、自己評価、自己評価の説明を報告します。 

・ 前年度に実施された施策の実績、自己評価をもとに課題を抽出します。 

・ 当該年度に実施する施策の計画を報告します。 

 

② 平塚市環境審議会による点検 

     ・ 担当課による自己点検をもとに計画の進行状況を確認し、点検を行います。 

  ・ 点検結果をもとに計画の進行状況を評価します。 

 

③ 市民意見の反映と対応状況の公表 

     ・ 担当課、平塚市環境審議会による点検に関する資料及び環境審議会議事録を平塚

市ウェブサイト上に公表します。 

   ・ 計画の進行状況等について寄せられた市民意見については、今後の計画推進に 

       反映していきます。 

 

 ④ 年次報告書の作成 

     ・ 担当課、平塚市環境審議会による点検に関する資料を年次報告書としてまとめ、 

       関係機関等に配付するとともに、平塚市ウェブサイト上に公表します。 

 

（２） 計画等の見直しについて 

① 計画の点検・評価をもとに施策の進め方や計画、事業計画を見直します。 

    ② 見直しをする際には、環境審議会に報告し、意見を聴取します。 
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【評価基準】 

数値目標がある場合 数値目標がない場合

達成率１００％超 目標を超える実績が得られた場合 5

達成率８０％以上１００％以下
目標を達成した場合
目標達成と同等と考えられる実績が得られた場合 4

達成率５０％以上８０％未満 概ね計画どおり事業が進展したが、目標を達成できなかった場合 3

達成率１０％以上５０％未満 あまり事業が進展せず、目標を達成できなかった場合 2

達成率１０％未満
目標値を著しく下回った場合
計画上事業を実施する予定であったが、実施できなかった場合 1

その他
方針を変更又は廃止した場合
未実施又は実績等がでておらず評価できない場合

―

評価

実績値、実施内容に対する評価

評価基準

 

【重点施策の見方】 

（重点施策は、当該年度目標値に対する実績と評価、評価の説明や課題等を記載しています。） 

目  標 

№ 

個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

※

施

策

№ 

 

※環境基本計画事業

計画から転記 

目標値 

※ 環 境 基 本

計 画 事 業 計

画から転記 

※ 環 境 基 本

計 画 事 業 計

画から転記 

※ 環 境 基 本

計 画 事 業 計

画から転記 

※ 環 境 基 本

計 画 事 業 計

画から転記 

※ 環 境 基 本

計 画 事 業 計

画から転記 

実績 
※ ２ ９ 年 度

実績を記載 

※ ３ ０ 年 度

実績を記載 

※ 令 和 元 年

度 実 績 を 記

載 

※ 令 和 ２ 年

度 実 績 を 記

載 

※ 令 和 ３ 年

度 実 績 を 記

載 

※環境基本計画事業

計画から転記 

【個別施策の見方】 

（個別施策は、当該年度計画と実績、評価、評価の説明や課題等、次年度計画を記載しています。） 

※施策の内容 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

※施

策№ 

※環境基本計画事

業計画から転記 
※３０年度計画を

記載 

※３０年度実績を

記載 

※令和元年度計画

を記載 

〈評価〉 

※30 年度の計画に対する

達成状況を「1～５」、「－」

で評価 

〈評価の説明や課題等〉 

※評価の説明や課題等を記

載 

※環境基本計画事

業計画から転記 

 

 

評  価 

３０年度評価 ※３０年度の目標に対する達成状況を「１～５」、「－」で評価しています。 

評価の説明や課題等 ※評価の説明や課題等を記載しています。 

進捗状況点検結果の見方について 
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【施策分野ごとの評価の見方】 

（重点施策、個別施策の評価をもとに、施策分野ごとに評価をします。） 

施策分野 評価 施策の柱 評価 施策 評価 施策の内容 評価 施策№ 個別施策 評価

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№１の

評価)

1 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№2の

評価)

2 ※環境基本計画事業計画から転記

3 ※環境基本計画事業計画から転記

4 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№5の

評価)

5 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№６の

評価)

6 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№7の

評価)

7 ※環境基本計画事業計画から転記

8 ※環境基本計画事業計画から転記

9 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№１０

の評価)

10 ※環境基本計画事業計画から転記

11 ※環境基本計画事業計画から転記

12 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№13の

評価)

13 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№14の

評価)

14 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№15の

評価)

15 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記 (施策№16の

評価)

16 ※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

(施策№3,4の

平均値)

(施策№8,9の

評価)

(施策№11,12

の平均値)

(施策№1,2の

平均値)

※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記

※環境基本計画事業計画から転記

(施策№１～１

６の平均値)

※環境基本計
画事業計画か
ら転記

(施策№3～6

の平均値)

(施策№７～９

の平均値)

(施策№10～

12の平均値)

(施策№13～

16の平均値)

※環境基本
計画事業計
画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

(施策№１～６

の平均値)

(施策№７～１

６の平均値)

※環境基本
計画事業計
画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

※環境基本
計画事業計
画から転記

 

評価の説明
(施策分野)

施策分野全体の評価の説明を記載します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の方法について 

・個別施策の評価は、当該年度計画に対する達成状況を「１～５」、「－」で評価します。 

・重点施策についても個別施策の１つとして評価します。 

・「施策の分野」、「施策の柱」、「施策」、「施策の内容」の評価は評価区分ごとに位置付 

けられている個別施策の評価の平均値とします。(小数点第２位を四捨五入) 

・評価が「―」となった個別施策の評価を「１」とみなし、評価区分ごとに評価します。 

・「施策の分野」は、施策分野全体の評価の説明を記載します。 
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【計画全体の評価の見方】 

（施策分野ごとの評価をもとに、計画全体の評価をします。） 

施策分野 評価 

１ 安全な生活環境を確保します 

（生活環境分野） 

施策分野１の 

評価を記載 

２ 自然環境を保全・再生します 

（自然環境分野） 

 施策分野２の 

評価を記載 

３ 快適な都市環境を保全・創造します 

（都市環境分野） 

施策分野３の 

評価を記載 

４ 地球環境保全へ貢献します 

（地球環境分野） 

施策分野４の 

評価を記載 

５ 市民・事業者等による環境保全活動を促進します 

（環境保全活動等） 

施策分野５の 

評価を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            総合評価 

30 年度評価 
施策の分野１～５の平均値を記載します。 

評価の説明 

計画全体の評価の説明を記載します。 
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2 大気汚染状況の監視測定等の実施
【重点３】
光化学スモッグの発生は、窒素酸化物などの汚染物質濃度のほか、気温や紫外線（日射）などの気象条件と密接な関係があります。
気象の観測や大気汚染の常時監視を行い、情報発信することにより、健康被害を防止します。

21
自然についての展示、講座、観察会等
の実施

【重点２】
自然に関する講座や体験学習、自然観察などの行事を開催することで、市民の野生生物への理解を高め、人と自然との共生の推進を
図ります。

26
市民を主体とした継続的な里山保全活
動の促進

【重点１】
市民参加による里山保全活動を行うことで、環境市民による保全活動の促進につなげます。
【重点２】
古くから人が生活に利用してきた雑木林や、人が開いた農地が一体となった場所が里山です。里山を保全していくことで、自然と共生
し自然の恵みを活かしていきます。

41 援農ボランティアの促進

【重点１】
農家の「高齢化、後継者不足による農作業の補助」の必要性と、ボランティアの「農業とのふれあいによる充実感を得たい」という声を
マッチングし、援農ボランティアの力を農業活性化に活かします。
【重点２】
高齢化、後継者不足によって耕作の維持が難しくなる農地を活かし、保全していきます。

45 市民農園の利用促進

【重点１】
自然志向を背景に、農業体験に対する都市住民の関心が高まり、余暇活動としてだけでなく、子どもの教育面からも、自然や土とのふ
れあいを求め、市民農園を利用する人々が増えています。このようなことから、市民農園の利用を促進していきます。
【重点２】
市民農園として自然の恵みを活用します。

47 農業理解の促進

【重点２】
地産地消の推進イベントを開催し、地元の農産物等への理解を高めるとともに、農業の魅力を活かしていきます。
【重点３】
地域で採れた農産物を使用することで、輸送によるガソリン等の燃料の削減、保存のための冷蔵冷凍に使用する電気使用量の削減
等につながります。

55 花とみどりのまちづくりの推進

【重点１】
公園、広場、公民館へ花苗を配布し、環境市民による花と緑のまちづくりを促進します。
【重点２】
みどりのネットワークの形成を進めることで、花と緑に親しめるまちづくりを進めます。

68 花の名所づくり

【重点１】
花の名所づくりに市民参加により取り組みます。
【重点２】
花の名所の魅力を活かすとともに、市民が自然に親しめる場をつくります。

72
土地区画整理組合による土地区画整
理事業並びに地域住民と連携したまち
づくりの推進

【重点３】
ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）など、省エネ性能の高い住宅や再生可能エネルギー、家庭用燃料電池等の導入誘導により、
環境共生のモデルとなる低炭素のまちづくりを促進します。

81 自転車通行帯の整備
【重点３】
自転車は温室効果ガスを排出せず、化石燃料を使用しない交通手段であるため、自転車のネットワーク整備率を向上させ、自転車の
走行環境の改善を図ることで自転車の利用を促進します。また、交通の安全性向上にもつながります。

87 クール・タウンの普及啓発の実施

【重点１】
住宅等へのみどりのカーテンの設置の取組が、市民に広がるよう、ＰＲをしていきます。
【重点３】
建物の壁面温度の上昇を抑えることで、冷房機器の電気の節減による温室効果ガスの排出削減や、「適応策」として、ヒートアイランド
現象の進行を抑制します。

92
日常生活における環境への配慮の取
組の促進

【重点１】

ひらつかCO２CO２プラン等、日常生活における環境配慮に関する情報の提供や、取組の呼びかけを行い、環境市民による環境配慮行

動の意識を高めます。
【重点３】
日常生活において温暖化の原因である温室効果ガスを削減する環境配慮行動を促進することは、低炭素社会の実現につながりま
す。

99 クールシェアスポットの紹介
【重点３】
クールシェアスポットをウェブサイト等で紹介し、夏季の各家庭での電気使用量の削減を推進します。また、クールシェアスポットは猛暑
の際の「シェルター」となり、熱中症対策として、市民の安心安全の向上につながります。

108
家庭系ごみの減量化・資源化に向けた
普及啓発

109
事業系ごみの排出ルールの徹底や事
業者に対する指導

118 わかば環境ISOの推進

【重点１】
わかば環境ＩＳＯに学校、園ぐるみで取り組むことが、環境配慮行動を実践できる「環境市民」の育成につながります。
【重点３】
わかば環境ＩＳＯは、取組の共通メニューとして「省資源」「省エネ」「ごみの減量化」に取り組んでおり、温室効果ガスの排出削減や資
源の再利用などに寄与します。

127
市民活動団体等と連携した出前講座
等の実施

【重点１】
出前講座を市民活動団体等と連携して行うことで、団体の活動の場を広げることになるとともに、市民の環境に対する理解の向上や、
今後の市民活動等を担う人材育成につなげます。
【重点２、３】
自然環境や地球環境保全に関する講座を提供することで、市民の環境に対する理解を深め、市民一人一人の環境配慮行動につなげ
ます。

134
ひらつか環境ファンクラブの活動の促
進

【重点１】
市民活動団体等の活動促進により、市民による環境配慮活動の活性化を図るとともに、団体等の活動発表の場を作ることで、広く市
民への周知を行います。
【重点２、３】
自然環境や地球環境の保全に関する活動等を行っている市民活動団体の活動促進は、自然環境の活用や低炭素社会、循環型社会
の実現といった重点テーマの推進につながります。

【重点３】
ごみの減量化、資源化を進め、ごみの焼却量を減らすことで、温室効果ガスの排出を削減するとともに、限りある資源の消費を抑制し、
地球にやさしい社会の実現に寄与します。

№ 個別施策 重点テーマとの関係

重点施策の目標と実績一覧 
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29
年度

30
年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

29
年度

30
年度

評価 評価の説明や課題等

76% 76% 80% 80% 80% 80% 80% 5

市内５箇所の測定局において、大気常時監視測定を実施しました。
【環境基準達成状況】二酸化硫黄、二酸化窒素、一酸化炭素、浮遊
粒子状物質（長期的評価）、微小粒子状物質は達成、光化学オキシ
ダントは非達成。（達成率：８０％　１６／２０）

大気汚染に係る
環境基準達成率

225人 230人 235人 240人 245人 ３２６人 １７７人 3

【環境政策課】
金目川の生き物観察会は荒天により中止となりました。
【みどり公園・水辺課】
計画どおりヤギ島探検を実施することができました。
【博物館】
セミの抜け殻を調べる行事（3回、75人）、野鳥観察会(1回、6人)、水
田の生き物観察(1回、32人)を開催しました。

金目川の生き物観察会が荒天により中止となったため、目標を達成
することができませんでした。

参加人数

10回
390人

10回
390人

10回
400人

10回
410人

10回
420人

９回
４７８人

10回
468人

5
里山保全モデル事業を7回(参加者118人)、市民大学交流3回(参加
者350人)を実施し、計画より多くの人が参加しました。

里山保全活動の
活動回数・参加人数

10件 15件 20件 25件 30件 ９件 ６件 2
農家とボランティアをマッチングし、援農活動を図れました。広報によ
る周知やイベント時にチラシの配架をすることで、ボランティアの増加
に努めます。

援農ボランティアの
マッチング実績数

95% 95% 95% 95% 95% 94% 92% 4

利用者の高齢化等により利用率が伸び悩んでおり、市ホームページ
で空き区画の情報提供、広報誌（公民館だより、広報ひらつか等）で
利用者の募集を行いました。今後も同様に利用率向上に努めていく
必要があります。

市民農園の利用率

60,000人 61,000人 62,000人 63,000人 64,000人 81,291人 119,000人 5
農業理解の促進をはかるため、多くの来場者へ農業ＰＲを行うことが
できました。

地産地消イベント来場者数

40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 40箇所 ４０箇所 ４０箇所 4
目標どおり４０箇所に花苗を配布することができました。豊原分庁
舎、市民センターが閉館になり、施設に設置してあるプランターを他
の施設に移設するため、配布箇所が少なくなる可能性があります。

花苗の配布箇所数

11箇所 11箇所 12箇所 12箇所 12箇所 １１箇所 １１箇所 4
平成29年度と変わらず、現状維持の状態でしたが、新たな花の名所
の候補地としている「なでしこ公園」に平成28年度から継続してバラ
の植栽を行っており、平成31年度も植栽する予定です。

花の名所箇所数

‐ ‐ 40% 50% 60% ￣ 2% ￣ 移転補償対象物件の使用収益開始に伴う進捗の実績がでました。 土地区画整理事業の進捗率

18% 24% 33% 42% 52% 18% 24% 4
平塚山下線など３路線の整備を行い、自転車の走行環境を改善し、
自転車の利用促進を図ることができました。

平塚駅３㎞圏の
自転車ネットワーク整備率

25件 30件 35件 40件 45件 ３６件 28件 3

平成３０年度は、 個人の部１５作品（昨年度２４作品）、教育機関の
部５作品（同4作品）、団体の部８作品（同8作品）の応募があり、個
人の部が減少しました。
昨年度の応募者に案内を送付するもあまり効果がみられず、猛暑の
ため設置はしたものの生育が悪く、応募するには至らないケースが
何件かありました。このことを踏まえ、今年度はみどりのカーテンづく
り講習会を実施し、個人のみどりのカーテンづくりを促進します。

みどりのカーテンコンテスト
応募者数

応募件数（個人・団体）

40% 41% 42% 43% 44% 34% 23% 3

小学校の参加世帯数は、2,230世帯(対象10,047世帯)、中学校の参
加世帯は、1,493世帯(対象6,000世帯)でした。小中学生のコツコツプ
ランについては、学校によって参加率が大きく違っており、今年度
は、わかば環境ISOの取組等を通して参加率が低い学校への事業
周知を図ります。
一般家庭については従来の報告型を宣言型にすることにより、多く
の市民が参加し易く、環境問題への関心を高める契機となることを
目指しました。
また、従来、一般家庭編における報告用紙の回収率が低かったこと
から、スマートフォンにより簡単にウェブサイトにアクセルできるQR
コードなどを積極的に活用することで、事業の電子化を進め、1,003
人から宣言を受け、地球温暖化対策への関心と理解を高めることが
できました。

令和２年度より、指標を「コツコツプランの小中学生家庭の参加世帯
の割合」から「コツコツプランの小中学生の参加者の割合」とすること
で、目標値の分り易さを向上させます。

コツコツプランの小中学生家庭
の参加世帯の割合

7施設 8施設 9施設 10施設 11施設 ３４施設 37施設 5

公共施設に加え、民間事業者にも参加を呼びかけ、３７施設（民間１
５施設、県２施設、市２０施設）をウェブサイトで紹介したほか、リーフ
レット、ポスターを作成し、クールシェアスポット、イベント等で配付す
ることで、周知を図りました。

紹介している施設数

903g 899g 894g 889g 889g 881ｇ
871ｇ

(速報値)
5

現在集計中のため、確定値は平成３１年８月頃に出ます。
ごみの減量を呼び掛けるチラシの配布等の推進策を実施することに
より、市民１人が１日に排出するごみの量の削減を推進しました。

市民一人当たりのごみ排出量

26.5% 26.5% 26.5% 26.6% 26.7% 25.4%
25.5%

(速報値)
4

現在集計中のため、確定値は平成３１年８月頃に出ます。
事業系ごみの排出ルールの徹底や多量排出事業者に対する立ち入
り調査を実施し、ごみの減量化、資源化を推進しました。

ごみの資源化率

54校・園 54校・園 55校・園 55校・園 55校・園 ５５校・園 ５６校・園 5

各園・学校での発達年齢段階に応じた取組の浸透により、環境教育
への取組の充実を図りました。今後も引き続き小中学校・幼稚園（こ
ども園）担当者研修会を通じ、各学校・園が独自に取り組んでいるメ
ニューの充実を促し、共有を図っていきます。
わかば環境ＩＳＯの取組が民間幼稚園にも広がっていくように、未加
入の民間幼稚園を訪問し、事業の趣旨・目的を直接説明すること
で、平成３０年度は新たに１園が取組に参加しました。

参加校・園数

10回 11回 12回 13回 14回 １１回 １１回 4
市民団体に講座開催を積極的に促すことにより、計画どおり環境・地
球温暖化対策出前講座を開催することができました。

講座開催回数

団体会員
27団体

団体会員
28団体

団体会員
28団体

団体会員
29団体

団体会員
29団体

団体会員
27団体

団体会員
２９団体 5

ひらつか環境ファンクラブへの活動支援として、緑化まつり、環境フェ
ア、環境パネル展、活動発表会の実施を支援しました。
平成３０年度の団体会員は平成２９年度に比べ２団体増加しました。

ひらつか環境ファンクラブ
団体会員数

平成30年度

指標となる数値、単位

目標 実績
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１ 安全な生活環境を確保します（生活環境分野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自然環境を保全・再生します（自然環境分野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策分野ごとの評価 

施策分野 評価 施策の柱 評価 施策 評価 施策の内容 評価

①事業活動に伴う大気汚染防止対策の促進 4.0

②大気汚染状況の監視測定等の実施 5.0

②事業活動に伴う排水の適正な処理の促進 4.0
③水質汚濁状況の監視測定等の実施 5.0
①化学物質に関する情報収集・提供 4.0

①土壌汚染・地下水汚染の未然防止対策の促進 4.0

①自動車や新幹線による騒音・振動への対応 4.0
②工場・事業場に対する規制・指導の実施 4.0
③悪臭への対応 4.0
④地盤沈下の防止 4.0

１－１　大気
環境・水環
境を保全し
ます

4.2

1　大気環境
の保全対策
の促進

4.5

２　水環境の
保全対策の
促進 4.0

①家庭からの生活排水の適正な処理の促進 3.5

4.0

２　土壌汚
染・地下水汚
染への対応

4.0
②地下水汚染状況の監視測定の実施、汚染浄化対策効果の確認 4.0

３　騒音・振
動・悪臭・地
盤沈下に対
する取組

4.0

１－２　安全
で快適な生
活環境を確
保します

4.0

1　化学物質
対策の促進

4.0
②化学物質対策の促進

１　安全な生
活環境を確保
します(生活環
境分野)

4.1

施策分野 評価 施策の柱 評価 評価 施策の内容 評価

③野生生物への理解の促進 3.0
④有害鳥獣対策の推進 4.0
⑤特定外来生物の防除 4.0
⑥生物多様性の保全に取り組む市民活動団体等の
活動促進

4.0

①西部丘陵地域資源まちづくり支援 4.0
②市民を主体とした継続的な里山保全活動の促進 5.0
③里山の自然とふれあいの促進 4.0

①環境保全型農業の促進 4.0
②家畜排せつ物処理施設等の整備・改修に対する助
成

4.0

③自然環境に配慮した農道・水路等の整備 4.0

②生物生息空間の保全対策の推進 4.0

1　里山の保
全・再生とふ
れあいの推

4.3

4.0
①野生生物の情報収集、生物多様性の保全策の検
討

1　生物多様
性の保全対
策の推進

3.93.9

2-1 生物多
様性を保全
します

3.9

２　自然環境を
保全・再生しま
す(自然環境
分野)

4.0

2-2 里山を
保全・再生し
ます

4.3

3.9

2-3 水辺の
自然を再生
します

１　川や海の
自然環境の
再生とふれ
あいの推進

4.0

2-4 農地を
保全・活用し
ます

4.0

１　農業の活
性化、農業と
のふれあい
の推進

２　環境に配
慮した農業
の推進

4.0

4.0

3.8

③地産地消の推進

3.8

4.3

4.0

①　川や海の自然環境の保全と再生

②川や海とのふれあいの促進

①農業活性化の推進

②農業とのふれあいの促進(都市農業理解の促進)
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施策分野全体の評価としては、「４．１」となり、「４」（目標

達成と同等と考えられる実績が得られた場合)以上の評価を

得ることができました。また、重点施策の「大気汚染状況の

監視測定等の実施」(施策№２)については、昨年度に引き続

き目標を超える実績を得ることができました。一方、「合併浄

化槽の設置促進」(施策№３)の評価は「３」(概ね計画どおり

事業が進展したが、目標を達成できなかった場合)となりまし

た。当該施策については、市ウェブページ、広報紙、申請案

内等を通して市民の事業の理解を深めることで、目標達成を

目指します。今後も分野に位置付けられた各施策を着実に実

施することで、安全な生活環境の確保を推進します。 

評価の説明（施策分野） 

評価の説明（施策分野） 

施策の分野としては、「４」(目標達成と同等と考えられる実績

が得られる場合)の評価となりました。また、重点施策の「市

民を主体とした継続的な里山保全活動の促進」(施策№２６)、

「農業理解の促進」(施策№４７)については、昨年度に引き続

き目標値を超える実績を得ることができました。一方、「自然

についての展示、講座、観察会等の実施」(施策№２１)、「援

農ボランティアの促進」(施策№４１)については、目標を達成

することが出来なかったため、市広報やチラシ等で事業の周

知を徹底することで、目標の達成を目指します。今後も分野

に位置付けられた各施策を着実に実施することで、自然環境

の保全、再生を推進します。 

施策№ 個別施策 評価

1 工場・事業場に対する指導等の実施 4

2 大気汚染状況の監視測定等の実施※重点施策 5

3 合併処理浄化槽の設置促進 3

4 水洗化の促進 4
5 工場・事業場に対する指導等の実施 4
6 水質汚濁状況の監視測定等の実施 5
7 化学物質に関する情報収集・提供 4
8 化学物質の適正管理の促進 4
9 ダイオキシン類対策の促進 4
10 土壌汚染・地下水汚染の未然防止対策の促進 4
11 地下水汚染状況の監視測定の実施 4
12 工場・事業場の汚染対策効果確認調査の実施 4
13 自動車や新幹線による騒音・振動への対応 4
14 工場・事業場に対する規制・指導等の実施 4
15 臭気指数規制による悪臭への対応の充実 4
16 地盤沈下量の測定と地下水利用の規制・指導 4

施策№ 個別施策 評価
17 生物多様性の保全に向けた仕組みづくりの検討 4
18 野生生物の情報収集・発信 4
19 みどりと水辺のネットワークの形成 4

20 生物空間の維持管理と利用 4

21 自然についての展示、講座、観察会等の実施※重点施策 3
22 鳥獣による生活被害防除の推進 4
23 特定外来生物の防除 4

24 市民活動団体等の活動促進 4

25 西部丘陵地域資源まちづくり支援事業 4
26 市民を主体とした継続的な里山保全活動の促進※重点施策 5
27 里山体験教室等の開催 4
28 水辺・海辺の市民活動の促進 4
29 海岸浸食対策の促進 4
30 海底耕うんの実施 4
31 桂川・相模川流域協議会への参加 4
32 金目川水害予防組合の活動の支援 4
33 湘南里川づくりへの参加 4
34 馬入水辺の楽校の運営に対する支援 4
35 馬入花畑の整備 3
36 水辺の散策路の維持管理 4
37 河川で活動する市民活動団体の支援と連携強化 4
38 都市漁村交流活動の支援 4
39 稚魚放流体験の実施 4
40 担い手育成事業 4
41 援農ボランティアの促進※重点施策 2
42 農地の貸し借りの促進 5
43 農業振興地域整備計画の推進 4
44 有害鳥獣による農業被害対策の推進 4
45 市民農園の利用促進※重点施策 4
46 花アグリとその周辺における農の拠点づくりの推進 4
47 農業理解の促進※重点施策 5
48 農の多面的機能の支援 4
49 地産地消の推進 4
50 地場産品の普及 4
51 環境保全型農業の促進 4

52 家畜排せつ物処理施設等の整備・改修に対する助成 4

53 自然環境に配慮した農道・水路等の整備 4
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３ 快適な都市環境を保全・創造します（都市環境分野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策分野 評価 施策の柱 評価 施策 評価 施策の内容 評価

①拠点となるみどりの確保 4.0

③交通の分散と円滑化 4.0

4.0

3.9

１　環境共生
モデル都市
の形成

3.5

２　交通の円
滑化の推進

4.0

①交通による環境負荷の低減

②自転車の利用しやすいまちづくり

4.0

①ツインシティの形成に向けた取組の推進 3.5

②みどりのつながりの確保 3.3

２　さわやか
で清潔なまち
づくりの推進

4.0

③市民や事業者による緑化活動の支援と促進 4.0

①さわやかで清潔なまちづくりの推進

②ペットと人が快適に共生するまちづくりの推進

4.0

4.0

３　ヒートアイ
ランド対策の
推進

3.8 ①ヒートアイランド対策の推進 3.8

4.0

①平塚らしい景観のあるまちづくりの推進 4.0

②平塚八景や歴史的・文化的資源の保全と活用

３　快適な都
市環境を保
全・創造します
（都市環境分
野）

3.8

１　みどりの
ネットワーク
の形成

3.7

３　平塚らし
い景観のあ
るまちづくり
の推進 4.0

3-2 環境共
生型のまち
をつくります

3.8

3-1　うるお
いとやすら
ぎのあるま
ちをつくりま
す
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評価の説明（施策分野） 

施策の分野の評価としては、「３．８」となり、「４」(目標達

成と同等と考えられる実績が得られた場合)に達しませんで

した。また、「クール・タウンの普及啓発の実施」(施策№８

７)、「生垣の設置促進と良好な樹木等の保全」(施策№５６)

については、昨年度よりも評価が下がり、目標を達成するこ

とができませんでした。「クール・タウンの普及啓発の実施」

は、市民の事業への理解を深める講習会等を実施し、「生垣の

設置促進と良好な樹木等の保全」は、生垣設置補助金の拡充

内容の周知を徹底することで、目標の達成を目指します。今

後も分野に位置付けられた各施策を着実に実施することで、

快適な都市環境の保全、創造を推進します。 

施策№ 個別施策 評価
54 身近な公園整備の推進 4
55 花とみどりのまちづくりの推進※重点施策 4
56 生垣の設置促進と良好な樹木等の保全 2
57 道路沿いの緑化 4
58 緑化に関する普及啓発の実施 4
59 市民の緑化活動に対する支援 4
60 事業所等における緑化の促進 4
61 美化推進モデル地区における取組の支援 4
62 清潔なまちづくりに向けた普及啓発の実施 4
63 野良猫による生活被害軽減策の実施 4
64 飼い主への意識啓発 4
65 景観計画及び景観条例に基づく取組の推進 4
66 建築協定制度の導入の促進 4
67 屋外広告物の掲出に関する規制・指導の実施 4
68 花の名所づくり※重点施策 4
69 平塚八景の活用 4
70 歴史的・文化的資源の保存と活用 4
71 社寺林や屋敷林など歴史ある緑の保全 4

72
土地区画整理組合による土地区画整理事業並びに
地域住民と連携したまちづくりの推進※重点施策 ―

73 ツインシティの整備の推進 4
74 ツインシティにおける公共交通の利用促進の検討 4
75 ツインシティにおける緑化の導入や推進の検討 4
76 ツインシティにおける排水性舗装等の導入検討 4

77
ツインシティにおける再生可能エネルギーや家庭用
燃料電池の導入検討 4

78 バス交通の整備促進 4
79 道路の新設・改良 4
80 鉄道交通の整備促進 4
81 自転車通行帯の整備※重点施策 4

82
駐車場の整備促進と民間自転車等駐車場整備へ
の支援

4

83 新たしい公共交通システムの検討 4
84 建物等の緑化の促進 4
85 身近な公園整備の推進（再掲） 4
86 人工排熱の抑制に向けた普及啓発の実施 4
87 クール・タウンの普及啓発の実施※重点施策 3
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４ 地球環境保全へ貢献します（地球環境分野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 市民・事業者等による環境保全活動を促進します（環境保全活動等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策分野 評価 施策の柱 評価 施策 評価 施策の内容 評価

②新たな再生可能エネルギーの促進 5.0

２　不法投棄
防止対策の
推進

4.3 ①不法投棄防止対策の推進 4.3

４　地球環境
保全へ貢献し
ます（地球環
境分野）

4.0

4.0

①市の事業活動における環境への配慮 4.2

４－２　循環
型社会の実
現に向けて
取り組みま
す

4.2

①廃棄物の発生抑制・資源化の推進 4.2

４－１　低炭
素社会の実
現に向けて
取り組みま
す

3.9

３　市の事業
活動におけ
る環境への
配慮

4.2

１　廃棄物の
発生抑制・資
源化の推進

②廃棄物の適正処理の推進

①一般家庭や事業者への再生可能エネルギー、高効
率な省エネルギー機器等の導入促進

4.1

4.0

２　くらしや事
業活動にお
ける環境へ
の配慮の促
進

3.6
①環境に配慮したくらしの普及 3.6

②環境に配慮した事業活動の普及 4.0

１　再生可能
エネルギー
や高効率な
省エネル
ギー機器等
の導入促進

4.3

施策分野 評価 施策の柱 評価 施策 評価 施策の内容 評価

③人材育成 4.0

③環境保全団体のネットワークづくりの促進 5.0

②幅広い年齢層を対象にした環境学習の促進 4.0

4.0 ②環境にやさしい企業づくりの支援 3.5

4.0

②学校などでの環境学習の支援

１　幼稚園・
小中学校な
どにおけ環境
教育の充実

4.3

4.0

５－２　市民
等の取組や
連携を支援
します

4.0

１　廃棄物の
発生抑制・資
源化の推進

①市民の環境保全活動に対する支援 4.0

５　市民・事業
者等による環
境保全活動を
推進します（環
境保全活動
等）

4.1

５－１　環境
教育・環境
学習を推進
します

4.1

①幼稚園・保育園・小中学校での環境学習の推進 4.5

２　地域にお
ける環境教
育・環境学習
の充実

4.0

①子どもを対象とした環境教室等の開催
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評価の説明（施策分野） 

施策の分野としては、「４」(目標達成と同等と考えられる

実績が得られる場合)の評価となりました。また、重点施策

の「クールシェアスポットの紹介」(施策№９９)、「家庭系

ごみの減量化・資源化に向けた普及啓発」(施策№１０８)

については、昨年度に引き続き目標値を超える実績を得る

ことができました。一方、「日常生活における環境への配

慮の取組の促進」(施策№９２)については、昨年度よりも

評価が下がり、目標を達成することができませんでした。

同施策については、参加率の低い学校へ事業への参加を促

す等、取組が市内全域の小・中学校に広がるように事業周

知を徹底することで、目標達成を目指します。今後も市民

や事業が地球環境保全活動を実施しやすい環境を整備す

ることで、地球環境保全を推進します。 

評価の説明（施策分野） 

施策分野全体の評価としては、「４．１」となり、「４」（目

標達成と同等と考えられる実績が得られた場合)以上の評

価を得ることができました。また、重点施策の「わかば環

境ＩＳＯの推進」(施策№１１８)、「ひらつか環境ファンク

ラブの活動の促進」(施策№１３４)については、目標を超え

る実績を得られました。今後も事業者や市民団体と協力し、

環境保全活動を推進します。 

施策№ 個別施策 評価

88
事業者の太陽光発電システム等を設置する場合に、費用に対する支
援をします。 4

89 再生可能エネルギーに関する普及啓発の実施 4

90 省エネルギー機器等に関する普及促進の実施 4

91 地域資源を活用した新産業（波力発電関連分野）の創出 5

92 日常生活における環境への配慮の取組の促進※重点施策 3
93 電気自動車等に関する普及促進の実施 5
94 電気自動車の充電設備の設置 4
95 防犯街路灯のLED照明の使用 3
96 道路照明灯のＬＥＤ照明の使用 2
97 雨水の有効活用の促進 2
98 クール・タウンの普及啓発の実施（再掲） 4
99 クールシェアスポットの紹介※重点施策 5
100 環境に配慮した電力契約の推進 4
101 ライトダウンキャンペーンの実施 4
102 建築に伴う環境負荷の低減 4
103 ひらつかエコモードの取組の推進 4

104
公共施設の太陽光発電システム等の再生可能エネルギー、省エネ改
修や、省エネ型機器の導入検討、推進 4

105 ごみの焼却に伴う余熱利用の推進 4
106 廃棄物発電 4
107 公共施設における環境に配慮した電力調達契約の推進 5
108 家庭系ごみの減量化・資源化に向けた普及啓発※重点施策 5
109 事業系ごみの排出ルールの徹底や事業者に対する指導※重点施策 4
110 剪定枝の有効活用 4
111 使用済小型家電機器等の資源化の促進 4
112 環境にやさしい店舗づくりの推進 4
113 焼却残さの資源化の推進 4
114 広域的なごみ処理の推進 4
115 不法投棄防止パトロールの実施 5
116 不法投棄防止に向けた普及啓発 4
117 不法投棄物の追跡調査と回収 4

施策№ 個別施策 評価

118 わかば環境ISOの推進※重点施策 5

119 保育園における環境への取組の促進 4

120 学校での出前教室等の開催 4
121 環境学習教材や情報の提供 4
122 子ども環境教室の開催（金目川生き物観察会は再掲） 4
123 環境ポスターコンクール等の実施 4
124 子ども自然体験教室の開催 4
125 青少年育成・生涯学習等における環境学習の促進 4
126 博物館における環境に関する講座等の開催 4
127 市民活動団体等と連携した出前講座等の実施※重点施策 4
128 緑と水に関わるきっかけとなる体験学習の実施 4
129 環境保全に関わるリーダー等の養成 4
130 環境保全活動団体への支援 4
131 市民によるまちづくりの支援 4
132 環境に配慮した活動の推進 3
133 公害関係法令に関する情報提供 4

134 ひらつか環境ファンクラブの活動の促進※重点施策 5
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（施策分野ごとの評価をもとに、計画全体の評価をします。） 

施策分野 評価 

１ 安全な生活環境を確保します 

（生活環境分野） 

  ４．１ 

２ 自然環境を保全・再生します 

（自然環境分野） 

  ４．０ 

    

３ 快適な都市環境を保全・創造します 

（都市環境分野） 

  ３．８ 

 

４ 地球環境保全へ貢献します 

（地球環境分野） 

  ４．０ 

 

５ 市民・事業者等による環境保全活動を促進します 

（環境保全活動等） 

  ４．１ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            総合評価 

30 年度評価  ４．０ 

評価の説明 

計画全体として、「４」(目標達成と同等と考えられる実績が得られる場合)の評

価となりました。 

「１安全な生活環境を確保します」、「５市民・事業者等による環境保全活動を

促進します」は「４．１」となっており、施策分野として「４」以上の評価が

得られました。一方、「３快適な都市環境を保全・創造します」は評価が「３．

８」となり、他の施策分野と比べて評価が低くなっています。これはツインシ

ティの土地区画整理事業が本格的に開始されていないことと、前年度と比べ評

価が下がり、目標達成出来なかった事業が増えたことが影響しています。 

重点施策、個別施策共に目標を達成出来なかった施策については、課題解決に

向けて検証を行い、目標達成を目指します。また、目標を達成した施策につい

ても、事業の更なる推進に向けて見直しを図ります。 

計画全体の評価 
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1-１ 大気環境・水環境を保全します 

 

●施策１ 大気環境の保全対策の促進 

（重点施策） 

目  標 

№ 

個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 
令和 

元年度 

  令和 

 ２年度 

令和 

３年度 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

 
２ 

大気汚染状況の監視測定等の
実施・大気汚染に係る環境基準
達成率   

目標値 ７６％ ７６％ ８０％ ８０％ ８０％ 

実績 ８０％  ８０％    市内５箇所の測定局において、
大気常時監視測定を実施し、汚
染の状況を把握します。 

 

① 事業活動に伴う大気汚染防止対策の促進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

１ 

工場・事業場に対

する指導等の実施    

工場・事業場に対

して、立入調査・

指導等を実施しま

す。 

環 境 月 間立 入 調

査、冬季の立入調

査を行い、測定結

果等の確認及び指

導 を 実 施し ま し

た。また、苦情発

生時、アスベスト

排出工事などの立

入 調 査 （１ ２ ４

件）・指導等を実施

しました。 

 

環境月間、冬季立

入 調 査 につ い て

は、年度ごとに立

入が必要と思われ

る事業所を選定し

ています。苦情、

アスベスト排出工

事については、事

案が発生した時点

で迅速に立入調査

を行いました。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
 
工場・事業場に対して、立入調査・

指導等を実施します。 工場・事業場に対

して、立入調査・

指導等を実施しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

1 安全な生活環境を確保します 

評  価 

30 年度評価  ５ 

評価の説明や

課題等 

市内５箇所の測定局において、大気常時監視測定を実施しました。 

【環境基準達成状況】二酸化硫黄、二酸化窒素、一酸化炭素、浮遊粒子状物質（長期的評価）、微小粒子状

物質は達成、光化学オキシダントは非達成。（達成率：８０％ １６／２０） 
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●施策２ 水環境の保全対策の促進 

① 家庭からの生活排水の適正な処理の促進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

３ 

合併処理浄化槽の

設置促進 

合併処理浄化槽設

置等補助金 ２基 

合併処理浄化槽維

持 管 理 費補 助 金 

２６９件 

合併処理浄化槽設

置等補助金 ０基 

合併処理浄化槽維

持 管 理 費補 助 金             

２１６件 

合併処理浄化槽設

置等補助金  

２基 

合併処理浄化槽維

持管理費補助金   

対象２６９件 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
広報紙やホームページに設置及び

維持管理補助制度について掲載す

るとともに、申請案内を送付する

ことで維持管理に対して２１６基

に補助を行いました。 

既設の汲み取り式トイレまたは単

独処理浄化槽等から合併処理浄化

槽への転換を促すためには、公共

用水域の汚濁防止や生活環境の保

全に対する市民の理解が必要で

す。 

補助対象地域内に

設置された合併浄

化槽に対し補助金

を交付します。ま

た、維持管理費用

を補助します。 

４ 

水洗化の促進 

公共下水道に未接

続 の 家 屋を 対 象

に、早期接続を促

す通知の送付や、

普及員による戸別

訪問をすることで

普 及 啓 発を 促 進

し、普及率の向上

を図ります。また、

工事費の助成によ

り、普及率の向上

を図ります。 

〇未接続家屋の接

続を促す 

訪問件数  

４,７３４件 

〇宅内排水設備確

認申請件数  

１,２８６件 

〇排水設備工事費

助成 ３件 

 

公共下水道に未接

続 の 家 屋を 対 象

に、早期接続を促

す通知の送付や、

普及員による戸別

訪問をすることで

普 及 啓 発を 促 進

し、普及率の向上

を図ります。また、

工事費の助成によ

り、普及率の向上

を図ります。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
未接続家屋対象に行っている、個

別訪問は概ね例年通りとなってい

ます。助成に関しては、供用開始

からの期間が限られているので供

用開始件数減少に伴い減少傾向に

あります。 

公共下水道の普及

啓発を促進し、普

及率の向上を図り

ます。また、工事

費の助成により、

普及率の向上を図

ります。 

② 事業活動に伴う排水の適正な処理の促進 

５ 

工場・事業場に対

する指導等の実施 
工場・事業場に対

して、立入調査・

指導等を実施しま

す。 

水質汚濁防止法と

神奈川県生活環境

の保全等に関する

条例に基づき工場

等の立入調査 

（１０３件）・指導

を実施しました。 

工場・事業場に対

して、立入調査・

指導等を実施しま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境月間、冬季立入調査について

は、年度ごとに立入が必要と思わ

れる事業所を選定しています。そ

の他排水測定が必要な事業者につ

いては、年間の測定計画に基づき

適切に実施しました。 

工場・事業場に対

して、立入調査・

指導等を実施しま

す。 

③ 水質汚濁状況の監視測定等の実施 

６ 

水質汚濁状況の監

視測定等の実施 神奈川県測定計画

に基づく環境調査

や市独自の水質測

定を実施します。 

河川のＢＯＤ値に

おいて、全２３地

点中の環境基準達

成率９５％を目標

とし、達成状況を

評価します。 

神奈川県測定計画

に基づき河川２地

点、海域１地点の

環境調査を実施し

ました。また、市

独自の水質測定と

して河川や主要排

水路２１地点で測

定を実施しまし

た。                             

【環境基準達成状

況】ＢＯＤ：<河川

>：１００％ 

(２３/２３) 

神奈川県測定計画

に基づく環境調査

や市独自の水質測

定を実施します。 

河川のＢＯＤ値に

おいて、全２３地

点中の環境基準達

成率９５％を目標

とし、達成状況を

評価します。 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
河川のＢＯＤ値において、全２３

地点中の環境基準達成率で評価し

ました。 

達成率９５％を目標とし、達成状

況を評価しました。 

神奈川県測定計画

に基づく環境調査

や市独自の水質測

定を実施します。 
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１-２ 安全で快適な生活環境を確保します 

 

●施策１ 化学物質対策の促進 

① 化学物質に関する情報収集・提供 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

７ 

化学物質に関する

情報収集・提供 
化学物質に関する

情報の収集及び提

供を行います。 

神奈川県から本市

分のＰＲＴＲデー

タの提供を受け、

有害化学物質の使

用状況についてホ

ームページで情報

発 信 を 行い ま し

た。 

化学物質に関する

情報の収集及び提

供を行います。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
平成 30 年 5 月に県からデータ提

供を受けた、有害化学物質の使用

状況について計画通りホームペー

ジで情報発信を実施しました。 

化学物質に関する

情報の収集及び提

供を行います。 

② 化学物質対策の促進 

８ 

化学物質の適正管

理の促進 
神奈川県生活環境

の保全等に関する

条例に基づく、化

学物質の自主的な

管理の状況の報告

を促します。 

神奈川県生活環境

の保全等に関する

条例に基づく、報

告を５５件受理し

ました。 

神奈川県生活環境

の保全等に関する

条例に基づく、化

学物質の自主的な

管理の状況の報告

を促します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
３０年度に報告が必要な事業者に

対し、立入調査等の機会を利用し

て、報告書提出について啓発を行

いました。 

神奈川県生活環境

の保全等に関する

条例に基づく、化

学物質の自主的な

管理の状況の報告

を促します。 

９ 

ダイオキシン類対

策の促進 

測定調査を実施す

るとともに市ホー

ムページに公開し

情報提供します。

苦情等による立入

調査時に指導を行

います。 

一般大気環境調査

を２地点で年２回

実 施 す ると と も

に、ダイオキシン

類に関する情報に

ついて、市ホーム

ページで公開し、

情報提供を行いま

した。また、野焼

き等の立入指導を

１９件実施しまし

た。 

【環境基準達成状

況】１００% 

 

測定調査を実施す

るとともに市のホ

ームページに公開

し情報提供する。

また、苦情等によ

る立入調査時に指

導を行います。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
大気環境調査については、年間の

測定計画を策定し、その計画に基

づいて実施しました。 

また、野焼き等の苦情があった事

業所については、パトロールによ

り原因者を特定した後、立入指導

を行いました。 

測定調査をすると

ともに市のウェブ

サイトに公開し情

報提供します。ま

た、苦情等による

立入調査時に指導

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

21 

●施策２ 土壌汚染・地下水汚染への対応 

① 土壌汚染・地下水汚染の未然防止対策の促進 

№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

10 

土壌汚染・地下水

汚染の未然防止対

策の促進 
土壌汚染対策法及

び神奈川県生活環

境の保全等に関す

る条例に基づき、

立入調査・指導等

を行います。 

土壌汚染対策法及

び神奈川県生活環

境の保全等に関す

る条例に基づき、

１５件の立入及び

指 導 を 行い ま し

た。 

土壌汚染対策法及

び神奈川県生活環

境の保全等に関す

る条例に基づき、

立入調査・指導等

を行います。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
汚染対策工事実施について法令に

基づき報告がなされた事案につい

て、その作業が法令に定められた

方法により適切に行われている

か、立入調査により確認し、必要

な指導を実施しました。 

土壌汚染対策法、

水質汚濁防止法及

び神奈川県生活環

境の保全等に関す

る条例に基づき、

立入調査・指導等

を行います。 

② 地下水汚染状況の監視測定の実施、汚染浄化対策効果の確認 

11 

地下水汚染状況の

監視測定の実施 

水質汚濁防止法に

基づき、地下水汚

染実態調査を実施

します。 

神奈川県地下水質

測 定 計 画に 基 づ

き、２４地点で地

下水汚染実態調査

を実施しました。

メッシュ調査で１

地点、継続監視調

査で５地点、環境

基準を超過してい

ました。【環境基準

達成状況 ７５％ 

（１８/２４）】 

水質汚濁防止法に

基づき、地下水汚

染実態調査を実施

します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
測定計画に定められた地点におい

て地下水質調査を実施しました。 

３０年度に新たに汚染が見つかっ

た地点については、再調査を実施

しました。 

水質汚濁防止法に

基づき、地下水汚

染実態調査を実施

します。 

12 

工場・事業場の汚

染対策効果確認調

査の実施 
工場・事業場の汚

染対策の効果確認

のため、地下水調

査を実施します。 

工場・事業場周辺

の汚染状況の確認

のため、６社の周

辺地下水調査を実

施しました。 

工場・事業場の汚

染対策の効果確認

のため、地下水調

査を実施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
工場事業場周辺の井戸において、

汚染状況の確認のための調査を引

き続き行いました。 
工場・事業場の汚

染対策の効果確認

のため、地下水調

査を実施します。 
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●施策３ 騒音・振動・悪臭・地盤沈下に対する取組 

 

① 自動車や新幹線による騒音・振動への対応 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

13 

自動車や新幹線に

よる騒音・振動へ

の対応 

自動車騒音の常時

監視測定、道路交

通騒音・振動測定、

新幹線騒音・振動

測 定 を 実施 し ま

す。 

自動車騒音の常時

監視測定を６路線

の ７ 地 点で 実 施

し、環境基準の達

成率は、９２．０

～ １ ０ ０％ で し

た 。 道 路交 通 騒

音・振動測定５路

線の６地点で実施

し、騒音は３地点

で 環 境 基準 に 適

合、振動は全地点

要請限度値以下で

し た 。 新幹 線 騒

音・振動測定を６

地点で実施し、騒

音は 2 地点で環境

基準値に適合、振

動は５地点で勧告

指 針 値 以下 で し

た。 

自動車騒音の常時

監視測定、道路交

通騒音・振動測定、

新幹線騒音・振動

測 定 を 実施 し ま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
年間の測定計画に基づき調査を実

施しました。 
自動車騒音の常時

監視測定、道路交

通騒音・振動測定、

新幹線騒音・振動

測 定 を 実 施 し ま

す。 

② 工場・事業場に対する規制・指導の実施 

14 

工場・事業場に対

する規制・指導の

実施 工場・事業場に対

して、立入調査・

指導等を実施しま

す。 

騒音規制法、振動

規制法及び神奈川

県生活環境の保全

等に関する条例に

基づく届出を受理

するとともに適時

助 言 を 行い ま し

た。また、８４件

の立入を実施しま

した。 

工場・事業場に対

して、立入調査・

指導等を実施しま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境月間、冬季立入調査において

は、年度ごとに立入が必要と思わ

れる事業所を選定し実施しまし

た。苦情においては、公害の発生

原因者に対して、立入調査を実施

し、必要な指導を行いました。 

工場・事業場に対

して、立入調査・

指導等を実施しま

す。 

③ 悪臭への対応 

15 

臭気指数規制によ

る悪臭への対応の

充実 悪臭防止法の臭気

指数規制に基づく

指導・規制、必要

に応じ測定を行い

ます。 

悪臭防止法の臭気

指 数 規 制に 基 づ

き、事業所の指導

を行いました。ま

た、２１件の立入

を実施しました。 

悪臭防止法の臭気

指数規制に基づく

指導・規制、必要

に応じ測定を行い

ます。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
悪臭苦情を受け付けた後、周辺調

査で原因者特定を進めました。原

因者が特定できた場合は、立入調

査を実施して、必要な指導を行い

ました。 

悪臭防止法の臭気

指数規制に基づく

指導・規制、必要

に応じ測定を行い

ます。 
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④ 地盤沈下の防止 

№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

16 

地盤沈下量の測定

と地下水利用の規

制・指導 

地盤沈下の進行を

監視するため、観

測井による地下水

位の観測を実施し

ます。また、条例

に基づく地下水利

用の規制指導を行

います。 

地盤沈下の進行を

監視するため、観

測井による地下水

位の観測を実施し

ました。また、条

例に基づく地下水

利用の規制指導を

行いました。 

 

地盤沈下の進行を

監視するため、精

密水準測量及び観

測井による地下水

位の観測を実施し

ます。 

また、条例に基づ

く地下水利用の規

制 指 導 を行 い ま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
月１回、観測井による地下水位の

観測を実施しました。 

さらに、条例に基づく地下水採取

事業者から、地下水位の報告、地

下水採取量の報告を定期的に受理

しました。 

観測井による地下

水位等の観測や精

密水準測量を実施

します。また、神

奈川県生活環境の

保全等に関する条

例に基づく地下水

利用の規制指導を

行います。 
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２-１ 生物多様性を保全します 

●施策１ 生物多様性の保全対策の推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 

個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 
 令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

21 

 

自然についての展示、講座、観察会

等の実施・参加人数 

目標値 ２２５人 ２３０人 ２３５人 ２４０人 ２４５人 

実績 ３２６人 １７７人    

子ども環境教室（金目川生き物観察

会）や、相模川での自然観察活動を

通じて、水辺の生き物とふれあう機

会を創出します。また、博物館にお

いて、自然に関する講座や体験学習、

自然観察などの行事を開催します。 

 

① 野生生物の情報収集、生物多様性の保全策の検討 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

17 

生物多様性の保全

に向けた仕組みづ

くりの検討 
生物多様性推進協

議会設立し、平塚

市の生物多様性に

ついての検討を開

始します。 

生物多様性推進協

議会設立し、平塚

市の生物多様性に

ついての検討を開

始しました。 

自然環境評価のた

め、生物多様性推

進協議会による調

査を開始します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
自然環境評価のための調査エリア

や調査手法等を検討しました。 
生物多様性の保全

に向けた方策の検

討等を継続的に行

います。 

18 

野生生物の情報収

集・発信 市内の植物相の状

況を調査し、これ

までの植物標本の

整理とデータ化を

進めます。 

博物館を活動拠点

とする市民グルー

プが主体となり、

館蔵植物標本の整

理とデータ化を行

いました。 

市内の植物相の状

況を調査し、これ

までの植物標本の

整理とデータ化を

進めます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
継続実施している市内の植物相の

状況調査によって得られた植物標

本の整理とデータ化が進み、まと

めの段階に入りました。 

市内各所の植物に

関する情報を収集

し、標本とデータ

を整理します。 

 

 

２ 自然環境を保全・再生します 

評  価 

３０年度評価  ３ 

評価の説明や

課題等 

【環境政策課】 

金目川の生き物観察会は荒天により中止となりました。 

【みどり公園・水辺課】 

計画どおり事業を実施することができました。（参加人数：６４人） 

【博物館】 

セミの抜け殻を調べる行事（3 回、75 人）、野鳥観察会(1 回、6 人)、水田の生き物観察(1 回、32 人)を

開催しました。 

 

金目川の生き物観察会が荒天により中止となったため、目標を達成することができませんでした。 
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② 生物生息空間の保全対策の推進 

№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

19 

みどりと水辺のネ

ットワークの形成 
公共スペースへの

植栽等の整備を推

進し、みどりと水

辺のネットワーク

を形成することに

よって、生物の生

育・生息空間の連

続 性 を 確保 し ま

す。 

公園、広場等の公

共用地及び公民館

等 の プ ラン タ ー

（２４４個）や花

壇に住民団体、公

共機関の協力を得

ながら上半期及び

下半期１回ずつ花

苗 を 植 栽し ま し

た。 

公共スペースへの

植栽等の整備を推

進し、みどりと水

辺のネットワーク

を形成することに

よって、生物の生

育・生息空間の連

続 性 を 確保 し ま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり花苗を配布し、プラン

ターや花壇に住民団体、公共機関

の協力を得ながら花苗を植栽する

ことができました。 

 

公共スペースへの

植栽等の整備を推

進し、みどりと水

辺のネットワーク

を形成することに

よって、生物の生

育・生息空間の連

続 性 を 確 保 し ま

す。 

 

20 

生物空間の維持管

理と利用 

馬入水辺の楽校に

て自然探偵団の活

動を実施します。 

馬入水辺の楽校に

て自然探偵団の活

動を 9 回実施しま

した。 

馬入水辺の楽校に

て自然探偵団の活

動を実施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
馬入水辺の楽校をフィールドとし

て、エコアップ等の活動を実施す

ることができました。また、活動

に参加した市民が馬入水辺の楽校

について知っていただく機会とな

りました。 

 

市民参加によるエ

コアップ活動を協

働で実施します。 

④ 有害鳥獣対策の推進 

22 

鳥獣による生活被

害防除の推進 生活被害の状況に

よる捕獲を実施す

るとともに、アラ

イグマの計画防除

地 点 を 増や し ま

す。 

ハクビシンやアラ

イグマ等を１４６

頭の捕獲等により

防除を実施しまし

た。 

計画防除地点を増

やすことにより、

積極的に捕獲を実

施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画防除地点を平成２９年度より

も１箇所増やし、市内の３か所で

計画防除を行うと共に、生活被害

が認められる場合は捕獲等により

防除を実施しました。 

鳥獣による生活被

害防除のため、ハ

クビシン等の捕獲

を実施します。 

 

⑤ 特定外来生物の防除 

23 

 

特定外来生物の防

除 

第３次神奈川県ア

ライグマ防除実施

計画に基づき、特

定 外 来 生物 の 周

知、捕獲等を実施

します。 

ウェブサイト等で

周 知 す ると と も

に、アライグマを

９８頭捕獲しまし

た。 

第３次神奈川県ア

ライグマ防除実施

計画に基づき、特

定 外 来 生物 の 周

知、捕獲等を実施

します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
ウェブサイト等にて特定外来生物

に関する情報を発信するととも

に、アライグマの捕獲を実施する

ことで防除に取り組みました。 

アライグマの捕獲

を実施するととも

に、特定外来生物

に関する情報提供

をします。 
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⑥ 生物多様性の保全に取り組む市民活動団体等の活動促進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

24 

市民団体活動等

の活動促進 
【環境保全課】 

市民団体や企業等か

ら構成された生物多

様性推進協議会と協

働で、保全活動の推

進を図ります。 

【みどり公園・水辺課】 

馬入水辺の楽校のイ

ベント周知のため、

参加者募集の記事を

広報ひらつかに掲載

します。また、平塚

市 HP のイベントカ

レンダーにイベント

を掲載します。 

【環境保全課】 

市民団体や企業等

から構成された生

物多様性推進協議

会と協働で、保全

活動の推進を図り

ました。 

 

【みどり公園・水辺課】 

馬入水辺の楽校の

イベント周知のた

め、広報ひらつか

に 11 回掲載しま

した。また、平塚

市 HP のイベント

カレンダーにおい

て、広報で記事と

なったイベントを

掲載しました。 

 

【環境保全課】 

行政提案型協働事

業として、生物多

様性推進協議会と

保全活動の推進を

図ります。 

 

【みどり公園・水辺課】 

馬入水辺の楽校の

イベント周知のた

め、参加者募集の

記事を広報ひらつ

かに掲載します。

また、平塚市 HP

のイベントカレン

ダーにイベントを

掲載します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
【環境保全課】 

生物多様性推進協議会との保全活

動の推進が、平成３１年度から３

年間の行政提案型協働事業として

承認されました。 

 

【みどり公園・水辺課】 

広報ひらつか、ＨＰで馬入水辺の

楽校でのイベントについて周知し

たことで、多くの市民にイベント

の周知をすることができ、また、

馬入水辺の楽校について知ってい

ただく機会となりました。 

 

生物多様性の保

全に取り組む市

民活動団体や企

業等と協働し、保

全活動策の推進

を図ります。 
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２-２ 里山を保全・再生します 

 

●施策１ 里山の保全・再生とふれあいの推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 
令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

26 

市民を主体とした継続的な里山保全

活動の促進・里山保全活動の活動回

数・参加人数 

目標値 
１０回 

３９０人 

１０回 

３９０人 

１０回 

４００人 

１０回 

４１０人 

10 回 

４２０人 

実績 
 ９回 

４７８人 

１０回 

４６８人 
   里山保全に関する研修等を実施しま

す。また、ウェブサイト等で情報発

信を行います。 

 

① 西部丘陵地域資源まちづくり支援 

№ 
個別施策 

30 年度計画 30 年度実績  令和元年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

25 

西部丘陵地域資

源まちづくり支

援事業 

①東京農業大学地域

再生研究部会の「湘

南ひらつか・ゆるぎ

地区」分科会の活動

に参加します。 

②「湘南ひらつか・

ゆるぎ地区活性化に

向けた協議会」が開

催するワークショッ

プに参加します。 

③西部丘陵地域で活

動する団体等から、

地域活性化に関する

講師の派遣依頼があ

った場合は、講師を

派遣します。 

①東京農業大学地域

再生研究部会「湘南

ひらつか・ゆるぎ地

区」分科会の会議（４

回開催）に参加しま

した。 

②「湘南ひらつか・

ゆるぎ地区活性化に

向けた協議会」が開

催するワークショッ

プ（３回開催）に参

加しました。 

①東京農業大学地域再生研

究部会の「湘南ひらつか・

ゆるぎ地区」分科会の活動

に参加します。 

②「湘南ひらつか・ゆるぎ

地区活性化に向けた協議

会」が開催するワークショ

ップに参加します。 

③西部丘陵地域で活動する

団体等から、地域活性化に

関する講師の派遣依頼があ

った場合は、講師を派遣し

ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

計画どおり東京農業大

学地域再生研究部会「湘

南ひらつか・ゆるぎ地

区」分科会の会議（４回

開催）に参加するととも

に、「湘南ひらつか・ゆ

るぎ地区活性化に向け

た協議会」が開催するワ

ークショップ（３回開

催）に参加することによ

り、地域の活性化に向け

た取組への協力を行い

ました。 

地域住民や学術

機関などとの連

携を深めながら、

自然資源や地域

資源を活かした

交流やレクリエ

ーションの場づ

くりを推進しま

す。 

③ 里山の自然とふれあいの促進 

27 

里山体験教室等

の開催 

【環境政策課】 

夏休み子ども環境教

室【里山編】を実施

します。 

 

【環境保全課】 

里山保全モデル事業

(7 回)、市民・大学

交流事業、夏休み子

ども環境教室を開催

します。 

【環境政策課】 

夏休み子ども環境教

室【里山編】を開催

しました。 

（参加者６５人） 

 

【環境保全課】 

里山保全モデル事業

を 7 回(参加者 118

人)、市民大学交流 3

回(参加者 350 人) 

【環境政策課】 

夏休み子ども環境教室【里

山編】を開催します。 

 

【環境保全課】 

里山保全モデル事業（７

回）、市民・大学交流事業（３

回）を開催します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 

【環境政策課】 

計画どおり夏休み子ど

も環境教室【里山編】を

開催することができま

した 

 

【環境保全課】 

計画どおり実施できま

したが、天候等の影響で

参加者数が変動します。 

里山保全モデル

事業、市民・大学

交流事業、夏休み

子ども環境教室

を開催します。 

評  価 

30 年度評価  ５ 

評価の説明 
里山保全モデル事業を 7 回(参加者 118 人)、市民大学交流 3 回(参加者 350 人)を実施し、計画より多く

の人が参加しました。 



 

28 

２-３ 水辺の自然を再生します 

●施策１ 川や海の自然環境の再生とふれあいの推進 

 

① 川や海の自然環境の保全と再生 

№ 
個別施策 

30 年度計画 30 年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

28 

水辺・海辺の市民

活動の促進 神奈川県主催の

湘南里川づくり

クリーンキャン

ペーンの周知を

行います。また、

海岸の美化キャ

ンペーンの支援

を行います。 

(河川）県が作製した

リーフレットやチラ

シでキャンペーンを

周知しました。 

(海岸)海岸の美化キャ

ンペーンを支援しま

した（５～８月に各１

回、計３回） 

神奈川県主催の湘

南里川づくりクリ

ーンキャンペーン

の 周 知 を行 い ま

す。また、海岸の

美化キャンペーン

の 支 援 を行 い ま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり県が作成したリーフレ

ットやチラシでキャンペーンを周

知し、海岸美化キャンペーンを支

援することができました。 

神奈川県主催の

湘南里川づくり

クリーンキャン

ペーンの周知を

行います。また、

海岸の美化キャ

ンペーンの支援

を行います。 

29 

海岸浸食対策の

促進 

「相模湾沿岸海

岸 侵 食 対 策 計

画」に基づく、

海岸管理者（神

奈川県）による

養浜事業の確認 

海岸管理者である神

奈川県による養浜事

業を確認しました。平

成３０年度は平塚新

港西隣エリアの養浜

を行いました。 

「相模湾沿岸海岸

侵食対策計画」に

基づく、海岸管理

者（神奈川県）に

よる養浜事業を確

認します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
平塚新港西隣の養浜が行われるこ

とにより、浜辺のさんぽ道への砂

の堆積も軽減されました。 
相模灘沿岸海岸

保全対策計画に

基づく、海岸管理

者（神奈川県）に

よる養浜事業の

確認を行い、景観

の維持と汀線の

維持をできるよ

う管理者に働き

かけます。 

 

30 

海底耕うんの実

施 

海底耕うんを実

施し、漁場の改

善と廃棄物の状

況調査を支援し

ます。 

海底耕うんを６回
実施し、漁場の改善
と廃棄物の状況調
査を支援しました。 

海底耕うんを実施

し、漁場の改善と

廃棄物の状況調査

を支援します。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり海底耕うんを実施する

ことができました。 

 
海底耕うんを実

施し、漁場の改善

と廃棄物の状況

調査を支援しま

す。 

 

31 

桂川・相模川流域

協議会への参加 運営委員会に出

席し、クリーン

キャンペーン等

のイベントへの

参加や同会の会

報誌の配架や事

業周知を行いま

す。 

運営委員会に出席し、

クリーンキャンペー

ン等のイベントへの

参加や事業周知を行

いました。 

運営委員会に出席

し、クリーンキャ

ンペーン等のイベ

ントへの参加や同

会の会報誌の配架

や事業周知を行い

ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり運営委員会に出席し、

クリーンキャンペーン等のイベン

トの参加や事業周知をすることが

できました。 

 

運営委員会に出

席し、クリーンキ

ャンペーン等の

イベントへの参

加や同会の会報

誌の配架や事業

周知を行います。 
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№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 
 

     評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

32 

金目川水害予防

組合の活動の支

援 

平成２９年度
同様に、平成３
０年度も金目
川の水害予防
と沿岸耕地の
かんがい用水
の水源かん養
のため、金目川
の水源地であ
る春嶽山を所
有する金目川
水害予防組合
の管理運営費
の一部を負担
します。 

金目川水害予防組合

に負担金を補助し、所

有地の管理費に充て

られたことを確認し

ました。 

平成３０年度同様

に、平成３１年度

も金目川の水害予

防と沿岸耕地のか

んがい用水の水源

かん養のため、金

目川の水源地であ

る春嶽山を所有す

る金目川水害予防

組合の管理運営費

の一部を負担しま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
負担金を満額補助し、管理運営費

として充てられたことを確認でき

ました。 金目川の水害予

防と沿岸耕地の

かんがい用水の

水源かん養のた

め、金目川の水源

地である春嶽山

を所有する金目

川水害予防組合

の管理運営費の

一部を負担しま

す。 

33 

湘南里川づくり

の参加 住民協働の組織

である湘南里川

づくりみんなの

会へ、行政幹事

として参画しま

す。 

湘南里川づくりみん

なの会の総会に１回、

役員会に４回、地域フ

ォーラムに１回、フォ

ーラムに１回、行政幹

事として参加しまし

た。 

住民協働の組織で

ある湘南里川づく

りみんなの会へ、

行政幹事として参

画します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり行政幹事として、湘南

里川づくりみんなの会に参画しま

した。 

住民協働の組織

である湘南里川

づくりみんなの

会へ、行政幹事と

して参画します。 

② 川や海とのふれあいの促進 

34 

馬入水辺の楽校

の運営に対する

支援 馬入水辺の楽校運

営協議会が実施す

る自然観察会やエ

コアップ活動など

を引き続き支援し

ます。 

馬入水辺の楽校のイ

ベント周知のため、

広報ひらつかに 11

回掲載しました。ま

た、平塚市 HP のイ

ベントカレンダーに

おいて、広報で記事

となったイベントを

掲載しました。 

馬入水辺の楽校運

営協議会が実施す

る自然観察会やエ

コアップ活動など

を引き続き支援し

ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
広報ひらつか、ＨＰで馬入水辺の

楽校でのイベントについて周知し

たことで、多くの市民にイベント

の周知をすることができ、また、

馬入水辺の楽校について知ってい

ただく機会となりました。 

 

馬入水辺の楽校

の会が実施する

自然観察会やエ

コアップ活動な

どを引き続き支

援します。 

35 

馬入花畑の整備 

馬入花畑の会と協

力して、花畑の維

持管理作業を 60

回実施予定です。 

ポピー、コスモス

摘み取りイベント

を実施予定です。 

平塚地区環境対策

協議会主催のチュ

ーリップ球根植栽

イベントの支援を

実施予定です。 

馬入花畑の会と協力

して、花畑の維持管

理作業を年間 56 回

実施しました。 

ポピー摘み取りイベ

ント(3,000人来場)

を実施しました。※

コスモス摘み取りイ

ベントは雨のため中

止となりました。 

平塚地区環境対策協

議会主催のチューリ

ップ球根植栽イベン

トの支援を実施しま

した。 

 

 

馬入花畑の会と協

力して、花畑の維

持管理作業を 61

回実施予定です。 

ポピー、コスモス

摘み取りイベント

を実施予定です。 

平塚地区環境対策

協議会主催のチュ

ーリップ球根植栽

イベントの支援を

実施予定です。 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
コスモス摘み取りイベントが、雨

天のため中止となってしまいまし

たが、維持管理作業やその他のイ

ベントは、例年どおり実施するこ

とができました。 

馬入花畑の会と

協力して、花畑の

維持運営を実施

します。摘み取り

イベントや平塚

地区環境対策協

議会主催のチュ

ーリップ球根の

植栽を支援しま

す。 
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№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 
 

評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

36 

水辺の散策路の

維持管理 

自然観察路の除草

委託、注意喚起看

板等の維持管理な

どを実施します。 

自然観察路の除草委

託業者の決定、看板

等の維持管理を実施

しました。 

自然観察路の除草

委託、注意喚起看

板等の維持管理な

どを実施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり例年実施している自然

散策路除草委託をすることができ

ました。平成 30 年度は火入れを

行い、草地管理をすることを試み

ましたが、乾燥した日が続いたた

め、断念しました。火入れでの管

理が実現すれば、予算をかけずに

草地管理をすることができるた

め、今後も検討します。 

自然観察路の除

草委託、注意喚起

看板等の維持管

理などを実施し

ます。 

37 

河川で活動する

市民活動団体の

支援と連携強化 

【みどり公園・水辺課】 

引き続き、河川の

愛護活動、環境美

化活動を行う団体

の活動を支援しま

す。 

【土木総務課】 

①鈴川鯉のぼりま

つりの実施 

（5 月 3 日～5 月

5 日） 

②金目川清流こい

のぼり鑑賞会の実

施 

（4月29～5月5

日） 

【みどり公園・水辺課】 

河内川あじさいまつ

り（名義後援、駅前

地下道にまつり周知

ポスターの掲示） 

渋田川桜まつり（河

川占用の申請など） 

 

【土木総務課】 

①鈴川鯉のぼりまつ

りの実施 

（5 月 3 日～5 月 5

日） 

②金目川清流こいの

ぼり鑑賞会の実施 

（4 月 29～5 月 5

日） 

【みどり公園・水辺課】 

引き続き、河川の

愛護活動、環境美

化活動を行う団体

の活動を支援しま

す。 

 

【土木総務課】 

①鈴川鯉のぼりま

つりの実施 

（5 月 3 日～5 月

5 日） 

②金目川清流こい

のぼり鑑賞会の実

施 

（4月21～5月6

日） 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
【みどり公園・水辺課】 

河内川あじさいまつり（名義後援、

駅前地下道にまつり周知ポスター

の掲示） 

渋田川桜まつり（河川占用の申請

など）など団体の活動支援をする

ことができました。 

 

【土木総務課】 

計画どおりこいのぼりまつりを実

施することができました。 

 

 

河川の愛護活動、

環境美化活動を

行う団体の活動

を支援します。 

河内川あじさい

まつり（名義後

援、駅前地下道に

まつり周知ポス

ターの掲示） 

渋田川桜まつり

（河川占用の申

請など） 

鈴川鯉のぼりま

つり、金目川清流

こいのぼり鑑賞

会（河川占用の申

請）など 

38 

都市漁村交流活

動の支援 

初夏に小学生の乗

船体験等を行い、

地どれ魚直売会も

月１回の開催を支

援します。 

６月下旬に小学生の

乗船体験を行い、地

どれ魚直売会も月１

回程度実施しまし

た。 

初夏に小学生の乗

船体験等を行い、

地どれ魚直売会も

月 １ 回 支援 し ま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり事業を実施しました。

当日の漁模様や天候不順等によ

り、開催ができない場合がありま

す。 

小学生の体験乗

船、周遊乗船など

各種イベントや

地獲れ魚の直売

会の開催を支援

します。 

39 

稚魚放流体験の

実施 初夏に地元小学生

によるヒラメの稚

魚放流を実施予定

です。 

６月下旬に地元小学

生によるヒラメの稚

魚放流を実施しまし

た。 

初夏に地元小学生

によるヒラメの稚

魚放流を実施しま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり事業を実施しました。

海の状況によるため開催ができな

い場合があります。 

地元小学生によ

るヒラメの稚魚

放流を支援しま

す。 
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２-４ 農地を保全・活用します。 

●施策１ 農業の活性化、農業とのふれあいの推進 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

41 

援農ボランティアの促進・援農ボラ

ンティアのマッチング実績数 

目標値 １０件 １５件 ２０件 ２５件 ３０件 

実績  ９件  ６件    

農家の「高齢化、後継者不足による農作

物の補助」の必要性と、ボランティアの

「農業とのふれあいによる充実感を得た

い」という声をマッチングし、援農ボラ

ンティアを推進します。 

 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

45 

市民農園の利用促進・市民農園の利

用率 

目標値 95％ ９５％ ９５％ ９５％ ９５％ 

実績 ９４％ ９２％    市民農園の開設に向けた調査や関係

機関との調整を行い、新規の開設を

推進します。 

 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

47 

農業理解の促進・地産地消イベント

来場者数 

目標値 60,000 人 61,000 人 62,000人 63,000人 64,000人 

実績 81,291人 
119,000

人 
   でてこいまつり等、生産者との交流

を通した地産地消の推進イベントを

開催します。 

評  価 

３０年度評価  ２ 

評価の説明や

課題など 

農家とボランティアをマッチングし、援農活動を図れました。広報による周知やイベント時にチラシの配架

をすることで、ボランティアの増加に努めます。 

評  価 

３０年度評価  ４ 

評価の説明や

課題など 

利用者の高齢化等により利用率が伸び悩んでおり、市ホームページで空き区画の情報提供、広報誌（公民館だより、広報

ひらつか等）で利用者の募集を行いました。今後も同様に利用率向上に努めていく必要があります。 

評  価 

３０年度評価  ５ 

評価の説明や

課題など 

農業理解の促進をはかるため、多くの来場者へ農業ＰＲを行いました。 
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① 農業活性化の推進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

40 

担い手育成事業 

農業経営改善計

画認定推進活動

の実施 

認定農業者の再認定

活動を確実に行い、農

業経営改善計画認定

推進活動を推進しま

した。 

認定期限を迎える、対

象５２件に対し、３８

件の再認定を行いま

した。 

また、８件の新規認定

を行いました。 

農業経営改善計画

認定推進活動の実

施 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
更新対象者に対し、直接電話にて

更新時期であることを知らせるこ

とで、効果的に再認定に繋げまし

た。 

認定農業者の再

認定活動を確実

に行うことを中

心に、農業経営改

善計画認定推進

活動を推進しま

す。 

 

42 

農地の貸し借り

の促進 

新規利用権設定

面積 ※年間目

標７ha 

14.0ha の農地を新

規に利用権設定しま

した。 

新規利用権設定面

積 ※年間目標７

ha 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
農業に関する様々な相談にワンス

トップで対応する「農業支援ワン

ストップ窓口」等を実施し、目標

以上の農地集積・集約を行うこと

ができました。 

農地集積・集約及

び遊休化防止・解

消を図るため、農

地制度の情報発

信を行い、意欲の

ある担い手への

農地の利用集積

を促進します。 

 

43 

農業振興地域整

備計画の推進 

農振農用地区域

の 指 定 を 継 続

し、まとまりあ

る優良な農地を

保全します。 

農振農用地区域の指

定を継続しました。 

農振農用地区域の

指定を継続し、ま

とまりある優良な

農 地 を 保全 し ま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
農振農用地区域の指定を継続し、

まとまりある優良農地を保全する

ことができました。 

 

農振農用地区域

の指定を継続し、

優良農用地を維

持・保全していき

ます。 

 

44 

有害鳥獣による

農業被害対策の

推進 

イノシシの捕獲

のためにくくり

罠 を 設 置 し ま

す。また自主防

除資材への補助

を継続して実施

します。 

平成３０年度に購入

したくくりわな８基

を設置するとともに、

設置済くくりわな約

２０基を利用して８

頭捕獲しました。自主

防除資材購入経費の

補助を４５件行いま

した。（重複除く）。 

イノシシの捕獲の

ためにくくり罠を

設置します。また

自主防除資材への

補助を継続して実

施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
くくりわなでイノシシ４頭、シカ

４頭を捕獲しました。自主防除資

材補助を農協の回覧を利用して周

知しました。 

 

イノシシ捕獲の

ためにくくり罠

を設置します。 

また、自主防除資

材への補助を継

続して実施しま

す。 
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② 農業とのふれあいの促進（都市農業理解の促進） 

№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 
評価 

 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

46 

花アグリとその

周辺における農

の拠点づくりの

推進 

農の体験・交流

館の管理運営・

広報活動の実施 

 

大型市民農園施設(管

理休憩施設・公的農

園)の管理運営を行い

ました。また、米づく

り体験隊の周知とし

て広報ひらつかへの

掲載やチラシ配架等

を行いました。 

農の体験・交流館

の管理運営・広報

活動の実施 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
体験事業等を通して市民に対して

農業との触れ合いの機会を創出し

たり、市民農園の利用者に農業相

談を行うなど、農業理解促進を図

ることができました。 

 

大型市民農園施

設 ( 管理休憩施

設・公的農園)の

管理運営を行い

ます。 

また、周辺の有志

農家グループ(ハ

ッパ会)が行う、

米づくり体験に

ついて、事業を周

知するなどの支

援をします。 

 

48 

農の多面的機能

の支援 

地域の共同活動

による、農村環

境の維持管理を

推進します。 

農業用施設の維持管

理や、景観形成、生態

系調査などの地域共

同活動を推進しまし

た。 

地域の共同活動に

よる、農村環境の

維持管理を継続し

て推進します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
複数の地域が共同で活動すること

で、地域同士の繋がりを深め、広

域的な維持管理を行うことができ

ました。 

多面的機能支払

交付金事業を活

用し、地域で行う

農道の草刈や水

路の泥上げ等の

農地維持活動、及

び植栽による景

観形成や生物調

査などの地域資

源向上活動に対

して、支援をしま

す。 
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③ 地産地消の推進 

№ 
個別施策 

30 年度計画 30 年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

49 

地産地消の推進 【産業振興課】 

関係団体と連携

を図りながら、

産業間連携ネッ

トワークの周知

を す る と と も

に、会員の確保

や支援の充実に

努めます。 

【学校給食課】 

地元農家が生産

し た 新 鮮 な 野

菜、平塚漁港で

水揚げされた魚

や 水 産 加 工 品

等、地場産品の

使用を推進しま

す。 

産業間連携ネットワ

ークのセミナーにて、

農業者含む異業種の

マッチング機会の創

出を図りました。ま

た、地場産野菜の学校

給食での使用につい

ては、使用２６品目で

品目ベース４８．１％

の割合となり、昨年度

に比べ１品目増えま

した。野菜以外の地場

産品については、あじ

フィレ、カオリ麺、小

松菜トマトパン、みか

んパン、白パン、べジ

タマもなか、やまゆり

ポークを使用しまし

た。 

セミナーにて各産

業間の交流機会の

創出を充実させま

す。 

また、地元農家が

生産した新鮮な野

菜、平塚漁港で水

揚げされた魚や水

産加工品等、地場

産品の使用を推進

します。 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 
各産業間の交流機会の創出を図る

ことができました。 

地場産品を使用できるシステムは

定着してきましたが、割高である

とともに天候や作柄に左右されや

すく、量の確保が難しいことがあ

ります。 

地場産品の使用

を進める取組に

ついて、産業間連

携ネットワーク

を活用し、推進し

ます。 

また、地元農家が

生産した新鮮な

野菜、平塚漁港で

水揚げされた魚

や水産加工品等、

地場産品の学校

給食での使用を

推進します。 

50 

地場産品の普及 

湘南ひらつかふ

れあいマーケッ

トを月１回開催

します。また、

湘南ひらつか名

産品の普及・宣

伝を行います。 

年１２回湘南ひらつ

かふれあいマーケッ

トを開催しました。 

イベント等で湘南ひ

ら つ か 名 産 品 の 普

及・宣伝を行いまし

た。 

湘南ひらつかふれ

あいマーケットを

月 １ 回 開催 し ま

す。また、湘南ひ

らつか名産品の普

及・宣伝を行いま

す。 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 
湘南ひらつかふれあいマーケット

における地場産品の販売や、湘南

ひらつか名産品の普及・宣伝によ

り、地産地消の推進が図られまし

た。 

 

湘南ひらつかふ

れあいマーケッ

トを月１回開催

します。また、湘

南ひらつか名産

品の普及・宣伝を

行います。 
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●施策２ 環境に配慮した農業の推進 

① 環境保全型農業の促進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

51 

環境保全型農業

の促進 

園芸用廃ビニー

ルの適正な処理

に対して支援を

行います。環境

保全型農業につ

いて、農業者に

理解を求めると

ともに、取り組

む農業者には実

績に応じ直接支

援を行います。 

園芸用廃ビニールの

適正な処理による環

境に配慮した農業生

産を促進するため、廃

棄処理事業の主体で

ある JA湘南に補助し

ました。 

園芸用廃ビニール

の適正な処理に対

して支援を行いま

す。また、環境保

全 型 農 業に つ い

て、農業者に理解

を求めます。 

 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境に配慮した農業生産を推進で

きました。 園芸用廃ビニー

ルの適正な処理

に対して支援を

します。また、環

境保全型農業に

ついて、農業者に

理解を求めます。 

② 家畜排せつ物の適正処理と活用の促進 

52 

家畜排せつ物処

理 施 設 等 の 整

備・改修に対する

助成 

家畜排せつ物処

理 施 設 等 の 整

備・改修に係る

費用の一部を補

助します。 

 

家畜排せつ物処理施

設等の整備・改修に係

る費用の一部を補助

しました。 

（7 件） 

家畜排せつ物処理

施設等の整備・改

修に係る費用の一

部を補助します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
施設の老朽化により、施設修繕等

の必要性が高まっており、引き続

き補助を行う必要があります。 家畜排せつ物処

理 施 設 等 の 整

備・改修に係る費

用の一部を補助

します。 

③ 自然環境に配慮した農業基盤の整備 

53 

自然環境に配慮

した農道・水路等

の整備 
環境に配慮した

重機・資材の使

用を推進し、自

然環境に配慮し

た道水路の整備

をします。 

排出ガス対策型の重

機や再生材の使用を

推進し、自然環境に配

慮した道水路を整備

しました。 

 農道Ｌ＝80ｍ 

 水路Ｌ＝56ｍ 

 

環境に配慮した重

機・資材の使用を

推進し、自然環境

に配慮した道水路

の整備をします。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
自然環境に配慮した道水路の整備

を行いました。 農道、用水路、用

水路の転落柵、堰

を整備します。ま

た、新たな路線整

備も推進します。 
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３-１ うるおいとやすらぎのあるまちをつくります 

●施策１ みどりのネットワークの形成 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

55 

花とみどりのまちづくりの推進・花

苗の配布箇所数 

目標値 ４０箇所 ４０箇所 ４０箇所 ４０箇所 ４０箇所 

実績 ４０箇所 ４０箇所    
公園、広場等の公共用地及び公民館

等のプランターや花壇に花苗を配布

します。また、モデル地区及びモデ

ル商店会等へ花苗を配布します。 

① 拠点となるみどりの確保 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

54 

身近な公園整備

の推進 
達上ヶ丘公園仮

設バスロータリ

ー復旧工事に併

せて、樹木の補

植を行います。 

復旧工事において、広

場、園路の整備と同時

に、高木×4 本、低木

×147 本、地被植物

40 ㎡を植栽しまし

た。 

既存の都市公園を

適正に管理し、必

要に応じて樹木等

の 補 植 を行 い ま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
市民病院整備事業（外構工事・植

栽）との整備と合わせ、隣接する

施設で、連続するみどりの創出を

達成することができました。 

 

みどりのネットワ

ークの拠点となる

都市公園の整備を

推進します。 

 

② みどりのつながりの確保 

56 

生垣の設置促進

と良好な樹木等

の保全 

新たな生垣設置

に対して助成を

行います。（年間

目標 80m） 

新たな生垣設置に対

して助成を行いまし

た。（20.75m） 

新たな生垣設置に

対して助成を行い

ます。また、平成

３０年９月に実施

した補助金の拡充

内容を周知し、ブ

ロック塀撤去を行

った上での新たな

生垣設置に対して

も 助 成 を行 い ま

す。 

（年間目標 120m） 

〈評価〉 ２ 

〈評価の説明や課題等〉 
平成 30 年 6 月に発生した大阪北

部地震によるブロック塀等の倒壊

被害を受け、平成 30 年 9 月に補

助金の拡充を行いましたが、近年、

申請件数が少なく、助成を行うこ

とが少なくなってきています。 

新たな生垣設置

に対して助成を

行います。 

樹木等の保全に

ついては、管理の

ために必要な助

成を行います。 

 

57 

道路沿いの緑化 
14 箇所に苗木

の提供を行いま

す。 

13 箇所に苗木の提供

を行いました。 

14 箇所に苗木の

提供を行います。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
13 箇所に苗木の提供をすること

ができました。 道路沿いの植栽

等を推進します。 

 

３ 快適な都市環境を保全・創造します 

評  価 

３０年度評価  ４ 

評価の説明や

課題など 

目標どおり４０箇所に花苗を配布することができました。豊原分庁舎、市民センターが閉館になり、施設に

設置してあるプランターを他の施設に移設するため、配布箇所が少なくなる可能性があります。 
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③ 市民や事業者による緑化活動の支援と促進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

58 

緑化に関する普

及啓発の実施 

緑化まつり、緑

化ポスター・標

語コンクールを

実施します。 

第45回平塚市緑化ま

つりを開催し、2 日間

で 63,000 人の来場

がありました。 

第45回平塚市緑化ポ

スター・標語コンクー

ルを実施し、ポスター

294 点、標語 676 点

の応募がありました。 

緑化まつり、緑化

ポスター・標語コ

ンクールを実施し

ます。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり緑化まつり、緑化ポス

ター・標語コンクールを実施しま

した。 

平塚市緑化まつ

りを開催し、緑化

に関する普及啓

発をするととも

に環境意識の啓

発を図ります。ま

た、平塚市緑化ポ

スター・標語コン

クールを実施し、

作品の展示を行

い、緑化意識の啓

発を行います。 

 

59 

市民の緑化活動

に対する支援 

【緑化モデル団体】 

総会開催 

登録団体に花配

布（年 2 回） 

【公園愛護会】 

・１６２団体へ

補助金、交付金

交付 

・公園愛護会連

絡協議会総会の

開催 

・会報の発行 

【緑化モデル団体】 

総会の開催 

登録団体に花配布(年

2 回) 

【公園愛護会】 

・１６３団体へ交付金

交付 

・公園愛護会連絡協議

会総会の開催 

・会報の発行 

【緑化モデル団体】 

登録団体へ花配布

(年 2 回) 

【公園愛護会】 

・公園愛護会へ交

付金を交付 

・公園愛護会連絡

協議会総会開催 

・会報の発行 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
【緑化モデル団体】 

計画どおり登録団体に花配布行い

ました。 

【公園愛護会】 

１６３団体へ交付金を交付し、公

園愛護会連絡協議会総会の開催、

会報の発行を行いました。 

うるおいとやす

らぎのあるまち

にするため、市民

の緑化活動に対

する支援策とし

て、地域で緑化を

推進する緑化モ

デル団体及び公

園愛護会への支

援を継続し、みど

りのネットワー

クを形成します。 

 

60 

事業所等におけ

る緑化の促進 
まちづくり条例

に基づき、事業

所等における緑

化促進に関する

指導を実施しま

す。 

まちづくり条例に基

づき、緑化指導を実施

しました。（緑化計画

書の提出は３８件、そ

の他にもできるだけ

多くの緑地を確保す

る よ う 指 導 し ま し

た。） 

まちづくり条例に

基づき、事業所等

における緑化促進

に関する指導を実

施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
指導の結果、４３件の完了検査を

行い、事業所等に新たな緑地が増

加しました。 

 

まちづくり条例

に基づき、事業所

等における緑化

促進に関する指

導を実施します。 
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●施策２ さわやかで清潔なまちづくりの推進 

① さわやかで清潔なまちづくりの推進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

61 

美化推進モデル

地区における取

組の支援 

清掃活動に係わ

る消耗品の提供

やクリーンひら

つか指導員の派

遣し、美化活動

の支援を行いま

す。 

美化推進モデル地区

に清掃用品の提供や

クリーンひらつか指

導員の派遣を行いま

した。（４地区） 

清掃用品の提供や

クリーンひらつか

指導員の派遣し、

美化活動の支援を

行います。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり美化推進モデル地区に

美化活動の支援を行うことができ

ました。 

 

美化推進モデル

地区に対し、清掃

や条例啓発等の

美化活動に必要

な支援をします。 

62 

清潔なまちづく

りに向けた普及

啓発の実施 

５月と１１月の

まちぐるみ大清

掃や駅前の美化

キャンペーンを

通じて、美化意

識の啓発を行い

ます。 

５月と１１月にまち

ぐるみ大清掃を実施

し、７月、１０月、１

２月には駅前キャン

ペーンを行い美化意

識の啓発を行いまし

た。 

５月と１１月にま

ちぐるみ大清掃を

実施し、７月、１

０月、１２月には

駅前で美化キャン

ペ ー ン を行 い ま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画していたキャンペーンを全て

実施でき、美化意識の啓発ができ

ました。 

 

まちぐるみ大清

掃や美化キャン

ペーンを通じて、

美化意識の啓発

を行います。 

② ペットと人が快適に共生するまちづくりの推進 

63 

野良猫による生

活被害軽減策の

実施 

野良猫の不妊・

去勢手術に対し

て補助金を交付

します。野良猫

問題が発生して

いる地域で説明

会を実施し、地

域猫活動への取

組を促します。 

オス２０９匹、メス３

２６匹の野良猫の不

妊・去勢手術に対して

補助を行いました。６

か所の自治会へ地域

猫の説明を行いまし

た。 

野良猫の不妊・去

勢手術に対して補

助 金 を 交付 し ま

す。野良猫問題が

発生している地域

で 説 明 会を 実 施

し、地域猫活動へ

の取組を促しま 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
市内の野良猫の不妊・去勢手術に

対して補助金を交付すると共に、

野良猫のトラブルがある自治会へ

地域猫活動の説明を行うことで野

良猫による生活被害軽減策の提案

を行いました。 

野良猫の不妊去

勢手術を実施す

ることを支援す

るとともに、市民

団体との協働で

地域猫活動に取

り組みます。 

64 

飼い主への意識

啓発 犬猫の譲渡会と

犬の飼い主を対

象としたマナー

教室を開催しま

す。 

犬猫の譲渡会と犬の

飼い主を対象とした

マナー教室（講義と実

技による）を開催しま

した。 

犬猫の譲渡会と犬

の飼い主を対象と

したマナー教室を

開催します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
犬のしつけ教室を通じて、登録や

狂犬病予防注射、マナーの啓発が

できました。 

 

犬猫の新しい飼

い主を探す譲渡

会や飼い主のマ

ナー講習会を開

催します。 
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●施策３ 平塚らしい景観のあるまちづくりの推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

68 

花の名所づくり・花の名所箇所数 
目標値 １１箇所 １１箇所 １２箇所 １２箇所 １２箇所 

実績 １１箇所 １１箇所    
金目川、相模川、高麗山公園におけ

る花の咲く植栽や花畑の管理を、市

民ボランティア等とともに進めま

す。 

 

 

① 平塚らしい景観のあるまちづくりの推進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

65 

景観計画及び景

観条例に基づく

取組の推進 

景観計画や景観

条例を、より一

層周知するとと

もに、良好な景

観形成に寄与す

る市民団体の活

動を推進するた

め、職員派遣な

どの支援をしま

す。また、公共

空間の質の向上

やまちの魅力を

高める景観形成

を 誘 導 す る た

め、建築物や工

作 物 等 に 対 し

て、景観ガイド

ラインや公共施

設景観ガイドラ

インに基づき指

導・助言を行い

ます。 

景観計画や景観条例

を、より一層周知する

とともに、良好な景観

形成に寄与する市民

団体の活動を推進す

るため、職員派遣など

の支援をしました。ま

た、公共空間の質の向

上やまちの魅力を高

める景観形成を誘導

するため、建築物や工

作物等に対して、景観

ガイドラインや公共

施設景観ガイドライ

ンに基づき指導・助言

を行いました。 

景観計画や景観条

例を、より一層周

知するとともに、

良好な景観形成に

寄与する市民団体

の活動を推進する

ため、職員派遣な

ど の 支 援を し ま

す。また、公共空

間の質の向上やま

ちの魅力を高める

景観形成を誘導す

るため、建築物や

工 作 物 等に 対 し

て、景観ガイドラ

インや公共施設景

観ガイドラインに

基づき指導・助言

を行います。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
良好な景観形成に寄与する市民団

体の活動に対して、職員の派遣な

どの支援を行うことができまし

た。また、建築物や工作物等に対

して景観ガイドラインや公共施設

景観ガイドラインに基づき指導・

助言を行うことができました。 

 

景観計画や景観

条例を、より一層

周知するととも

に、良好な景観形

成に寄与する市

民団体の活動を

推進するため、職

員派遣などの支

援をします。ま

た、公共空間の質

の向上やまちの

魅力を高める景

観形成を誘導す

るため、建築物や

工作物等に対し

て、景観ガイドラ

インや公共施設

景観ガイドライ

ン に 基 づ き 指

導・助言を行いま

す。 

 

評  価 

３０年度評価  ４ 

評価の説明や

課題など 

平成 29 年度と変わらず、現状維持の状態でしたが、新たな花の名所の候補地としている「なでしこ公園」

に平成 28 年度から継続してバラの植栽を行っており、平成 31 年度も植栽する予定です。 
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№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 
    

 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

66 

建築協定制度の

導入促進 
ホームページや

開発事業の事前

相談時に建築協

定制度について

の PR を行うこ

とで、土地所有

者への理解を得

ながら住みよい

まちづくりの促

進を図ります。 

開発事業に対する事

前相談時やホームペ

ージにおいて建築協

定制度についての PR

を行いました。制度を

利用するような大規

模な開発の事例はあ

りませんでした。 

開発事業に対する

事前相談時に制度

のＰＲを実施する

ことで、土地所有

者への理解を得な

がら住みよいまち

づくりの促進を図

ります。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおりホームページや開発事

業の事前相談時に建築協定制度に

ついて PR できました。 

 

開発事業に対す

る事前相談時に

制度のＰＲを実

施するとともに、

土地所有者への

理解を得ながら

住みよいまちづ

くりの促進を図

ります。 

67 

屋外広告物の掲

出 に 関 す る 規

制・指導の実施 

平塚市屋外広告

物 条 例 に 基 づ

き、屋外広告物

を設置している

事業者等に対し

て、広告物の適

正な表示及び安

全点検の実施に

ついて啓発・指

導を行います。

また、引き続き

不適合物件への

是正指導及び未

申請物件の申請

促進を実施しま

す。 

除 却 協 力 員

（MKO）との協

力により、違反

広告物の除却活

動を平塚市内の

各地域で実施し

ます。 

平塚駅周辺や景観重

点区域の事業所等に

対して、屋外広告物条

例の周知及び安全点

検の実施についての

リーフレットを２８

５枚配布し、適正な申

請と安全管理を啓発

しました。 

また、許可期限が満了

となる屋外広告物を

表示している事業所

等に対して、通知を送

付し、継続申請を促し

たほか、違反物件に対

して是正指導を行い

ました。 

不適合物件を掲出し

ている事業者に対す

る口頭指導を行いま

した。 

除却協力員（MKO）

との協力により、平塚

駅前で除却活動を実

施し、違反広告９６枚

を除却しました。 

平塚市屋外広告物

条例に基づき、屋

外広告物を設置し

ている事業者等に

対して、広告物の

適正な表示及び安

全点検の実施につ

いて啓発・指導を

行います。また、

引き続き不適合物

件への是正指導及

び未申請物件の申

請促進を実施しま

す。 

除却協力員 

（MKO）との協力

により、違反広告

物の除却活動を平

塚市内の各地域で

実施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり屋外広告物を設置して

いる事業者等に対して、広告物の

適正な表示及び安全点検の実施に

ついて啓発・指導を行うとともに、

不適合物件への是正指導及び未申

請物件の申請促進を実施しまし

た。また、除却協力員（MKO）と

の協力により、違反広告物の除却

活動を実施しました。 

平塚市屋外広告

物条例に基づき、

屋外広告物を設

置している事業

者等に対して、広

告物の適正な表

示及び安全点検

の実施について

啓発・指導を行い

ます。また、不適

合物件への是正

指導及び未申請

物件の申請促進

を実施します。 

除 却 協 力 員

（MKO）との協

力により、違反広

告物の除却活動

を市内の各地域

で実施します。 
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② 平塚八景や歴史的・文化的資源の保全と活用 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

69 

平塚八景の活用 

平塚八景を観光

資源として活用

するため、様々

な情報発信を行

います。また、

ハイキングコー

スなどの環境づ

くりを進めるた

め、危険個所の

修繕などを行い

ます。 

バラの名所を巡るハ

イキングやバスツア

ー及び花火大会の実

施などにより平塚八

景の情報発信を行い

ました。また、ハイキ

ングコースの危険個

所の修繕や案内看板

の補修を行いました。 

平塚八景を観光資

源として活用する

ため、様々な情報

発信を行います。

また、ハイキング

コースなどの環境

づくりを進めるた

め、危険個所の修

繕 な ど を行 い ま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
平塚八景は、本市を紹介する貴重

な観光資源として各種イベントな

どで活用しています。より快適、

安全に多くの人を迎えるため、ハ

イキングコースの定期的な巡視な

どにより危険個所の修繕などを行

っていきます。 

 

平塚の代表的な

景色・景観である

平塚八景を貴重

な観光資源とし

て活用するため、

様々な情報発信

を行います。ま

た、多くの人に親

しまれ、訪れても

らうための環境

づくりを進めま

す。 

70 

歴史的・文化的資

源の保存と活用 旧横浜ゴム平塚

製造所記念館で

指定管理による

運営管理を実施

し、民間の手法

での活用事業や

バラ等の維持管

理の他、講座や

音楽演奏会、同

館利用団体によ

る活動発表会等

を 実 施 し 、 保

存・活用事業を

進めていくとと

もに、自然と調

和した景観のあ

る施設づくりを

行います。 

緑化まつり関連事業

（460 人）、歴史講座

（37 人）・文化講座

（21 人）、音楽演奏会

（春 400 人・秋 432

人）、同館利用団体に

よる成果発表会（クリ

ス マ ス フ ェ ス タ 

979 人）や毎月１回

の全館解放事業、コン

サートなどの事業を

実施し、活用を図りま

した。また、約 200

本のバラの開花に合

わせ春と秋のバラフ

ェスタ（春 245 人、

秋 259 人）を開催し

た他、薔薇を楽しむ講

座（全 3 回 申込み

18 人）により、記念

館をバラの拠点とし

て活用しました。 

旧横浜ゴム平塚製

造所記念館で指定

管理による運営管

理を実施し、民間

の手法での活用事

業やバラ等の維持

管理の他、講座や

音楽演奏会、同館

利用団体による活

動発表会等を実施

し、保存・活用事

業を進めていくと

ともに、自然と調

和した景観のある

施設づくりを行い

ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
毎年の活用事業が定着し、市内外

からの来訪者が増加してきていま

すが、さらに活用を図るため、様々

なメディアの利用や市外団体との

協働など広域周知の取組みが必要

と考えます。 

 

旧横浜ゴム平塚

製造所記念館で

講座や音楽演奏

会、同館利用団体

による活動発表

会等を実施し、保

存・活用事業を進

めていくととも

に、バラ等の維持

管理により、自然

と調和した景観

のある施設づく

りを行います。 

 

71 

 

社寺林や屋敷林

など歴史ある緑

の保全 

条例に基づく保

全樹等の保護事

業 を 推 進 し ま

す。 

 

保全樹管理者へ奨励

金を交付しました。ま

た、保全樹等の枯損や

倒木を未然に防ぐた

め、樹木医診断を実施

しました。 

 

条例に基づく保全

樹等の保護事業を

推進します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
引き続き、枯損等が懸念される樹

木の保護に向けた情報収集を行う

必要があります。 

 

地区計画等が定

められる際など

に、既存の樹林地

の保全に関する

事項を定めるな

ど、保全促進を図

ります。 
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３-２ 環境共生型のまちをつくります 

●施策１ 環境共生モデル都市の形成 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

72 

土地区画整理組合による土地区画整

理事業並びに地域住民と連携したま

ちづくりの推進・土地区画整理事業

の進捗率 

目標値  －   － ４０％ ５０％ ６０％ 

実績  －  ２％    

土地区画整理組合と連携し、環境共

生のまちづくりにおける取組などの

検討を進めるとともに、神奈川県と

連携し、地元住民や学識経験者、行

政による環境と共生するまちづくり

検討会において検討を行います。 

 

 

① ツインシティの形成に向けた取組の推進 

№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

73 

ツインシティの

整備の推進 関係機関と協議

や調整を図り、

環境共生のまち

づくりの実現に

向けて、ツイン

シティの整備を

推進します。 

関係機関と協議や調

整を図り、環境共生の

まちづくりの実現に

向けて、ツインシティ

の整備を推進しまし

た。 

関係機関と協議や

調整を図り、環境

共生のまちづくり

の実現に向けて、

ツインシティの整

備を推進します。 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 
ツインシティの整備の推進に向け

て、関係機関と協議や調整を行い

ました。 

 

関係機関と協議

や調整を図り、環

境共生のまちづ

くりの実現に向

けて取り組みま

す。 

74 

ツインシティに

おける公共交通

の利用促進の検

討 相模川以西の公

共交通ネットワ

ーク形成に関す

る検討会にて、

関係機関と協議

調整します。 

相模川以西の公共交

通ネットワークを形

成することについて

検討を行う検討会を

２回開催しました。 

相模川以西の公共

交通ネットワーク

形成に関する検討

会を開催し、関係

機関と協議調整し

ます。 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 
相模川以西の公共交通ネットワー

ク形成に向けて、関係機関と協議

調整することができました。 

 
関係機関と協議

や調整を図り、環

境共生のまちづ

くりの実現に向

けて取り組みま

す。 

 

評  価 

３０年度評価  － 

評価の説明や

課題など 

移転補償対象物件の使用収益開始に伴う進捗の実績がでました。 
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№ 

  個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 

 

     評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

75 

ツインシティに

おける緑化の導

入や推進の検討 

関係機関と協議

や調整を図り、

環境共生のまち

づくりの実現に

向けて、ツイン

シティにおける

緑化の導入や推

進策を検討しま

す。 

関係機関と協議や調

整を図り、環境共生の

まちづくりの実現に

向けて、ツインシティ

における緑化の導入

や推進策を検討しま

した。 

関係機関と協議や

調整を図り、環境

共生のまちづくり

の実現に向けて、

ツインシティにお

ける緑化の導入や

推進策を検討しま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
関係機関と協議や調整を図ること

で、ツインシティにおける緑化の

導入や推進策を検討することがで

きました。 

関係機関と協議

や調整を図り、環

境共生のまちづ

くりの実現に向

けて取り組みま

す。 

76 

ツインシティに

おける排水性舗

装等の導入の検

討 

関係機関と協議

や調整を図り、

環境共生のまち

づくりの実現に

向けて、ツイン

シティにおける

排水性舗装等の

導入を検討しま

す。 

関係機関と協議や調

整を図り、環境共生の

まちづくりの実現に

向けて、ツインシティ

における排水性舗装

等の導入を検討しま

した。 

 

関係機関と協議や

調整を図り、環境

共生のまちづくり

の実現に向けて、

ツインシティにお

ける排水性舗装等

の導入を検討しま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
関係機関と協議や調整を図ること

で、ツインシティにおける排水性

舗装等の導入を検討することがで

きました。 

 

関係機関と協議

や調整を図り、環

境共生のまちづ

くりの実現に向

けて取り組みま

す。 

77 

ツインシティに

おける再生可能

エネルギーや家

庭用燃料電池の

導入の検討 
関係機関と協議

や調整を図り、

環境共生のまち

づくりの実現に

向けて、ツイン

ティにおける再

生可能エネルギ

ーや家庭用燃料

電池の導入を検

討します。 

関係機関と協議や調

整を図り、環境共生の

まちづくりの実現に

向けて、ツインシティ

における再生可能エ

ネルギーや家庭用燃

料電池の導入を検討

しました。 

ツインシティを環境

共生モデル住宅地区

に認定し、同地区内で

のネット・ゼロ・エネ

ルギー・ハウスの導入

に対して補助金を交

付できる体制を作り

ました。 

関係機関と協議や

調整を図り、環境

共生のまちづくり

の実現に向けて、

ツインシティにお

ける再生可能エネ

ルギーや家庭用燃

料電池の導入を検

討します。 

ネット・ゼロ・エ

ネルギー・ハウス

の導入に対する補

助制度を継続する

ことで、ツインシ

ティにおける再生

可能エネルギー等

の導入拡大を図り

ます。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
関係機関と協議や調整を図ること

で、ツインシティにおける再生可

能エネルギーや家庭用燃料電池の

導入を検討することができまし

た。ネット・ゼロ・エネルギー・

ハウスの導入に対して補助金を交

付できる体制を作ることで、再生

可能エネルギー等の導入拡大を図

りました。 

関係機関と協議

や調整を図り、環

境共生のまちづ

くりの実現に向

けて取り組みま

す。 
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●施策２ 交通の円滑化の推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

81 

自転車通行帯の整備・平塚駅３㎞圏

の自転車ネットワーク整備率 

目標値 １８％  ２４％  ３３％ ４２％ ５２％ 

実績 １８％  ２４％    自転車利用環境推進計画に基づき、

自転車走行環境を整備します。 

 

① 交通による環境負荷の低減 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

78 

バス交通の整備促進 

神奈川県地域交通研究

会において、バス交通の

充実や生活路線の運行

確保等について調査・検

討を行います。 

また、上屋設置に対する

計画（案）及び、補助制

度（案）の熟成を図ると

ともに、新たなバス停付

近駐輪場等の設置や、情

報提供の強化に向けた

バスマップの活用につ

いて、バス事業者と協働

で取り組みます。 

神奈川県地域交通研

究会において、バス交

通の充実や生活路線

の運行確保等に関す

る情報収集に努めま

した。 

 路線バスに求めら

れる定時性・速達性に

影響する速度低下の

主な原因であるボト

ルネック交差点の改

良には、莫大な費用と

時間がかかるため、

中・長期的な視点で

「幹線バス、路線バス

の再編」を進める必要

があります。また、上

屋やバス停付近駐輪

場等の整備について

同様に長い期間を必

要とします。このた

め、バス事業者や交通

管理者などで構成す

る平塚市地域公共交

通活性化協議会を 4

回開催し、平塚市地域

公共交通網形成計画

（案）を策定して、実

施を予定する施策と

して位置付けました。 

また、バス事業者が作

成したバスマップに

ついて、庁内窓口等へ

の配架を実施しまし

た。 

神奈川県地域交通研

究会において、バス

交通の充実や生活路

線の運行確保等につ

いて調査・検討を行

います。 

また、上屋設置に対

する計画（案）等の

熟成と、新たなバス

停付近駐輪場を整備

するとともに、バス

マップの周知等に、

バス事業者と協働で

取り組みます。 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 

路線バスに求められ

る定時性・速達性に影

響する速度低下の主

な原因であるボトル

ネック交差点の改良

には、莫大な費用と時

間がかかります。 

また、上屋や新たなバ

ス停付近駐輪場等の

設置については、設置

が必要な箇所が多い

ために、整備優先順位

の考え方を明確にし

た上で、バス事業者等

の関係機関と連携し

て進める必要ありま

す。 

神奈川県地域交通研

究会において、バス

交通の充実や生活路

線の運行確保等につ

いて調査・検討を行

います。 

バス停上屋設置に対

する支援策につい

て、バス事業者との

調整に取り組みま

す。新たなバス停付

近の駐輪場等の設置

に向けて検討しま

す。 

情報提供の強化に向

けたバスマップの作

成を、バス事業者と

協働で取り組みま

す。 

評  価 

３０年度評価  ４ 

評価の説明や

課題など 

平塚山下線など３路線の整備を行い、自転車の走行環境を改善し、自転車の利用促進を図ること

ができました。 
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№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 

   

 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

79 

道路の新設・改良 
城所線などの幹

線道路の整備に

取り組みます。 

幹線道路（城所線）の

整備を実施しました。

（ 平 成 ３ ０ 年 度 実

績：１５７ｍ） 

 

城所線などの幹線

道路の整備に取り

組みます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
幹線道路の整備が進み、交通の円

滑化を図ることができました。 

幹線道路の整備

に取り組みます。 

80 

鉄道交通の整備

促進 
神奈川県鉄道輸

送力増強促進会

議において、鉄

道混雑の緩和や

新規鉄道の平塚

駅乗り入れなど

の実現に向け、

関係機関に要望

活動を引き続き

実施するととも

に、新たに相模

線部会でも要望

活動を推進しま

す。 

 

神奈川県鉄道輸送力

増強促進会議におい

て、鉄道混雑の緩和や

新規鉄道の平塚駅乗

り入れなどの実現に

向け、関係機関に要望

活動を実施するとと

もに、新たに相模線部

会にも参加して要望

活動に取り組みまし

た。 

また、バス事業者や交

通管理者などで構成

する平塚市地域公共

交通活性化協議会を

4 回開催し、平塚市地

域公共交通網形成計

画（案）を策定して、

実施を予定する施策

として位置付けまし

た。 

神奈川県鉄道輸送

力増強促進会議に

おいて、鉄道混雑

の緩和や新規鉄道

の平塚駅乗り入れ

な ど の 実現 に 向

け、関係機関に要

望活動を引き続き

実施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
相模線から東海道線への乗入れに

ついては、ＪＲ東日本からの回答

は、「実施するにあたって多くの課

題があり、長期的な課題と考えて

いる」との回答となっています。

その他の要望事項についても、鉄

道関連の要望事項の実現には、莫

大な費用と時間を要することか

ら、継続して要望活動を実施して

いく必要があります。 

神奈川県鉄道輸

送力増強促進会

議に参加し、鉄道

混雑の緩和や新

規鉄道の平塚駅

乗り入れなどの

実現に向け、商業

関係者とともに、

JR などの関係機

関に要望活動を

実施します。 

 

② 自転車の利用しやすいまちづくり 

82 

駐輪場の整備促

進と民間自転車

等駐車場整備へ

の支援 

自転車等利用マ

ナー向上の啓発

事業を継続する

とともに、放置

自転車等の撤去

徹底を実施しま

す。 

また、駅南側の

駐輪場について

は、候補用地地

権者と引き続き

交渉します。民

間自転車等駐輪

場の確保につい

ても引き続き補

助金の周知に努

めます。 

自転車等利用マナー

向上の啓発事業を継

続するとともに、放置

自転車等の撤去徹底

を実施しました。 

また、駅南側の駐輪場

については、地権者に

概算の駐輪場規模を

投げかけ用地借用に

ついて交渉を続けて

います。 

民間自転車等駐車場

の補助については事

業計画の提案実績が

ありました。 

自転車等利用マナ

ー向上の啓発事業

を継続するととも

に、放置自転車等

の撤去徹底を実施

します。 

また、駅南側の駐

輪場については、

候補用地の借用に

課題が多いことか

ら、民間駐輪場の

開設が増えた現状

を考慮して、既存

駐輪場の改修を進

めます。 

民間駐輪場の確保

についても引き続

き補助金の周知に

努めます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
自転車等利用マナー向上の啓発事

業を継続するとともに、放置自転

車等の撤去徹底を実施しました。 

駅南側の駐輪場確保については、

候補用地の借用に向けて、占用物

の整理に課題が多いことが明確に

なりました。よって、短期的なス

ケジュールで新たに収容台数を確

保する他の手法を検討する必要が

あります。 

民間自転車等駐輪場の補助につい

ては、２箇所の開設を支援しまし

た。 

平塚市自転車利

用環境推進計画

に沿って、平塚駅

南側の駐輪需要

を解消するため

に駐輪場整備を

進めます。 

民間駐輪場の整

備を促進するた

めの広報活動を

行います。 
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③ 交通の分散と円滑化 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

83 

新しい公共交通

システムの検討 

連節バス等の導

入 に あ た っ て

は、全市的な公

共交通の課題を

明らかにした上

で、南北都市軸

の位置付けを明

確にするため、

市内の公共交通

のビジョンを示

す「平塚市地域

公共交通網形成

計画」を道路管

理者、交通事業

者等を含めた協

議会を開催し、

作成します。 

南北都市軸を含む市

内全体の公共交通の

ビジョンを示すため、

交通事業者、交通管理

者及び道路管理者で

構成する平塚市地域

公共交通活性化協議

会を 4 回開催し、南北

都市軸の位置付けを

明確にする平塚市地

域公共交通網形成計

画（案）を策定しまし

た。 

平塚市地域公共交

通網形成計画に位

置付ける南北都市

軸に連節バス等の

新しい公共交通の

導入にあたって、

ツインシティ大神

地区のまちづくり

の進捗状況をふま

え、交通事業者、

交通管理者及び道

路管理者等の関係

機関との協議調整

を実施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
平塚市地域公共交通網形成計画に

位置付ける南北都市軸に連節バス

等の新しい公共交通の導入にあた

っては、交通事業者、交通管理者

及び道路管理者等の関係機関との

協議調整を推進する必要がありま

す。 

 

新しい交通シス

テムの検討を、ま

ちづくりの検討

と一体で進めま

す。 
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●施策３ ヒートアイランド対策の推進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

87 

クール・タウンの普及啓発の実施・

みどりのカーテンコンテスト応募者

数応募件数（個人・団体） 

目標値 ２５件 ３６件 ３９件 ４２件  ４５件 

実績 ３６件 ２８件    みどりのカーテンコンテストを実施

します。 

 

 

① ヒートアイランド対策の推進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

84 

建物等の緑化の

促進 

平成３１年度の

平塚市まちづく

り条例の改正に

合わせて、壁面

緑化等の基準に

つき、改正の検

討を行います。 

都市緑地法等を参考

に壁面緑化等の基準

の検討を行いました。 

改正された壁面緑

化等の基準を運用

し、緑化策を具体

化します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
平塚市まちづくり条例の改正に合

せて、壁面緑化等の基準の改正の

検討を進めています。 

 

有効な建物等の

緑化策について

検討し、導入を推

進します。 

85 

身近な公園整備

の推進（再掲） 達上ヶ丘公園仮

設バスロータリ

ー復旧工事に併

せて、樹木の補

植を行います。 

復旧工事において、広

場、園路の整備と同時

に、高木×4 本、低木

×147 本、地被植物

40 ㎡を植栽しまし

た。 

既存の都市公園を

適正に管理し、必

要に応じて樹木等

の 補 植 を行 い ま

す。 

〈評価〉 ４  

〈評価の説明や課題等〉 
市民病院整備事業（外構工事・植

栽）との整備と合わせ、隣接する

施設で、連続するみどりの創出を

達成することができました。 

みどりのネット

ワークの拠点と

なる都市公園の

整備を推進しま

す。 

86 

人工排熱の抑制

に向けた普及啓

発の実施 
クールシェアス

ポット登録施設

等でグリーンカ

ーテンを設置し

ます。 

クールシェアスポッ

ト５箇所にゴーヤ等

の苗を配付し、壁面緑

化に取り組みました。 

クールシェアスポ

ット登録施設等で

グリーンカーテン

を設置します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
クールシェアスポットにゴーヤの

苗を配付することで、壁面緑化に

取り組むことができました。 
ヒートアイラン

ド現象に関する

普及啓発を実施

します。 

 

 

評  価 

３０年度評価  ３ 

評価の説明や

課題など 

平成３０年度は、 個人の部１５作品（昨年度２４作品）、教育機関の部５作品（同 4 作品）、団体の部８作

品（同 8 作品）の応募があり、個人の部が減少しました。 

昨年度の応募者に案内を送付するもあまり効果がみられず、猛暑のため設置はしたものの生育が悪く、応募

するには至らないケースが何件かありました。このことを踏まえ、今年度はみどりのカーテンづくり講習会

を実施し、個人のみどりのカーテンづくりを促進します。 
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４-１ 低炭素社会の実現に向けて取り組みます 

●施策１ 再生可能エネルギーや高効率な省エネルギー機器等の導入促進 

 

① 一般家庭や事業者への再生可能エネルギー、高効率な省エネルギー機器等の導入促進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

88 

事業者の太陽光

発電システム等

の設置に対する

支援 

事業者が太陽光

発電システム等

を設置する場合

に、費用に対す

る 支 援 を し ま

す。 

企業立地促進補助金

環境設備助成 1 件、中

小企業設備投資促進

助成金（環境施設）1

件 

事業者が太陽光発

電システム等を設

置する場合に、費

用に対する支援を

します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
2 つの補助メニューについて、双

方で実績を上げました。FIT 価格

が下がり、今後の太陽光システム

の導入は、不確定要素が多いです。 
事業者が太陽光

発電システム等

を設置する場合

に、費用に対する

支援をします。 

89 

再生可能エネル

ギーに関する普

及啓発の実施 緑化まつりやひ

らつか環境フェ

アで環境教室を

開催します。イ

ベント等におい

て再生可能エネ

ルギーに関する

情報提供をしま

す。 

緑化まつりやひらつ

か環境フェアで環境

教室を開催しました。

緑化まつりやひらつ

か環境フェアにおい

て再生可能エネルギ

ーに関する情報提供

をしました。 

緑化まつりやひら

つか環境フェアで

環境教室を開催し

ます。イベント等

において再生可能

エネルギーに関す

る情報提供をしま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
緑化まつり等のイベントで市民に

再生可能エネルギーに関する情報

提供をすることができました。 

 

緑化まつりやひ

らつか環境フェ

アで環境教室を

開催します。イベ

ント等において

再生可能エネル

ギーに関する情

報提供をします。 

90 

省エネルギー機

器等に関する普

及促進の実施 市民団体や事業

者等と協力し、

イベント等の開

催に合わせて、

省エネ機器（燃

料電池やコージ

ェ ネ レ ー シ ョ

ン）等の情報提

供を行います。 

市民団体や事業者等

と協力し、ひらつか環

境フェア等のイベン

トにおいて省エネ機

器等の情報提供を行

いました。 

 

市民団体や事業者

等と協力し、イベ

ント等の開催に合

わせて、省エネ機

器（燃料電池やコ

ージェネレーショ

ン）等の情報提供

を行います。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
市民団体や事業者等と協力し、ひ

らつか環境フェア等のイベントに

おいて省エネ機器等の情報提供が

できました。 

 

市民団体や事業

者等と協力し、イ

ベント等の開催

に合わせて、省エ

ネ機器（燃料電池

やコージェネレ

ーション）等の情

報提供を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

４ 地球環境保全へ貢献します 
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② 新たな再生可能エネルギーの促進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

91 

地域資源を活用

した新産業（波力

発電関連分野）の

創出 

環境省のプロジ

ェクトへ応募す

ると共に、波力

発電の実証実験

にむけた研究を

進めます。 

環境省の「平成 30 年

度 CO2 排出削減対策

強 化 誘 導 型 技 術 開

発・実証事業（二次公

募）」に東京大学生産

技術研究所が採択さ

れました。 

平塚波力発電所の

年 度 内 設置 に 向

け、調整を進めま

す。 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境省の委託事業に採択され、波

力発電の実証事業を行う目途が立

ちました。 

 
企業、大学、行政

等の産学公連携

による平塚海洋

エネルギー研究

会の活動を支援

します。 
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●施策２ くらしや事業活動における環境への配慮の促進 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

92 

日常生活における環境への配慮の取

組の促進・コツコツプランの小中学

生家庭の参加世帯の割合 

目標値  ４０％  ４１％  ４２％ ４３％ ４４％ 

実績 ３４％  ２３％    ひらつか CO2 CO2 プランを推進

し、日常生活における環境配慮の取

組を市民に広げます。 

 

 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

99 

クールシェアスポットの紹介・紹介

している施設数 

目標値  ７施設 35 施設 ３６施設 ３７施設 ３８施設 

実績 ３４施設 ３７施設    
公共施設に加え、民間事業者にも参

加を呼びかけ、クールシェアスポッ

トを増やし、ウェブサイト等で紹介

します。 

 

 

 

 

 

評  価 

３０年度評価  ３ 

評価の説明や

課題など 

小学校の参加世帯数は、2,230 世帯(対象 10,047 世帯)、中学校の参加世帯は、1,493 世帯(対象 6,000

世帯)でした。小中学生のコツコツプランについては、学校によって参加率が大きく違っており、今年度は、

わかば環境 ISO の取組等を通して参加率が低い学校への事業周知を図ります。 

一般家庭については従来の報告型を宣言型にすることにより、多くの市民が参加し易く、環境問題への関心

を高める契機となることを目指しました。 

また、従来、一般家庭編における報告用紙の回収率が低かったことから、スマートフォンにより簡単にウェ

ブサイトにアクセルできる QR コードなどを積極的に活用することで、事業の電子化を進め、1,003 人か

ら宣言を受け、地球温暖化対策への関心と理解を高めることができました。 

 

令和元年度より、指標を「コツコツプランの小中学生家庭の参加世帯の割合」から「コツコツプランの小中

学生の参加者の割合」とすることで、目標値の分り易さを向上させます。 

評  価 

３０年度評価  5 

評価の説明や

課題など 

公共施設に加え、民間事業者にも参加を呼びかけ、３７施設（民間１５施設、県２施設、市２０

施設）をウェブサイトで紹介したほか、リーフレット、ポスターを作成し、クールシェアスポッ

ト、イベント等で配付することで、周知を図りました。 
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① 環境に配慮したくらしの普及 

№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

93 

電気自動車等に

関する普及促進

の実施 
企業等と共同で

電 気 自 動 車 な

ど、クリーンエ

ネルギー自動車

の普及を促進し

ます。 

環 境 フ ェ ア に お い

て、企業や大学と協

働し、電気自動車の

無料試乗会、水素自

動車、ソーラーカー

の展示を行い、クリ

ーンエネルギー自動

車の普及を図りまし

た。 

 

企業等と共同で

電気自動車など、

クリーンエネル

ギー自動車の普

及を促進します。 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
自動車メーカーと協働すること

で、新たに電気自動車の無料試乗

会を実施することができました。 

東海大学と協働することで、新た

にソーラーカーの展示をするこ

とができました。 

電 気 自 動 車 な

ど、クリーンエ

ネルギー自動車

の普及を促進し

ます。 

94 

電気自動車の充

電設備の設置 

設備の保守管理

を行い、年間を

通して電気自動

車用急速充電器

が利用できる環

境 作 り を し ま

す。 

ウェブサイト等

で周知を行い、

市民に電気自動

車用急速充電器

の利用を促しま

す。 

設備の保守管理を行

い、年間を通して電

気自動車用急速充電

器が利用できる環境

作りを行い、平成３

０年度は、９０７件

の 利 用 が あ り ま し

た。 

ウェブサイトで周知

を行い、市民に電気

自動車用急速充電器

の 利 用 を 促 し ま し

た。 

 

設備の保守管理

を行い、年間を通

して電気自動車

用急速充電器が

利用できる環境

作りをします。 

ウェブサイト等

で周知を行い、市

民に電気自動車

用急速充電器の

利用を促します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
設備の保守管理を行い、年間を通

して電気自動車用急速充電器が

利用できる環境作りをすること

ができました。 

ウェブサイトで周知を行い、市民

に電気自動車用急速充電器の利

用を促すことができました。 

市庁舎に電気

自動車の充電

設備を設置し

ます。 

 

 

 

95 

防 犯 街 路 灯 の

LED 照明の使用 

防犯街路灯への

ＬＥＤの導入１

００灯 

LED 防犯街路灯を６

５灯設置しました。 

防犯効果を高め

るため、基準に基

づき、LED 防犯街

路灯を設置しま

す。 

防犯街路灯を設

置する際は、ＬＥ

Ｄ照明を設置す

ることで、省エネ

化を推進します。 

 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
当初の計画よりも基準を満たす

自治会等からのＬＥＤ防犯街路

灯設置の要望が少なかったため、

６５灯の設置になりました。 

防犯街路灯を新

規に設置する際

は、ＬＥＤ照明

を採用します。 

 

96 

道 路 照 明 灯 の

LED 照明の使用 

デ ザ イ ン 灯

LED 化を実施

します。（54 灯） 

岡崎地下道の照明灯

LED 化（６灯） 

デザイン灯 LED

化を実施します。 

（３２８灯） 

 

〈評価〉 ２ 

〈評価の説明や課題等〉 
デザイン灯の LED 化について

は、灯数の変更が生じたため、平

成 31 年度に実施することとし、

本年度は岡崎地下道の照明灯

LED 化を実施しました。 

既存の道路照明

灯は全灯をＬＥ

Ｄ化していくと

ともに、今後、

新規に設置する

際は、ＬＥＤ照

明 を 採 用 し ま

す。 
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№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 

 

     評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

97 

雨水の有効活用

の促進 

雨水貯留槽購

入費補助金２

２基 

浄化槽転用雨

水貯留槽施設

設置工事費補

助金 ２基 

雨水貯留槽購入費補

助金９基 

浄化槽転用雨水貯留

槽施設設置工事費補

助金 ０基 

                          
雨水貯留槽購入

費補助金２２基 

浄化槽転用雨水

貯留槽施設設置

工 事 費 補 助 金 

２基 

〈評価〉 ２ 

〈評価の説明や課題等〉 
雨水の利用を推進し水資源の有

効利用を図るとともに、下水道、

河川等への雨水の流出抑制に寄

与することを目的に、広報紙、ホ

ームページ、イベント会場等で制

度の紹介を行い、雨水貯留槽９基

に補助を行いました。今後、雨水

利用推進法に定めのある「普及啓

発」及び「助成」について、国の

動向を把握しながら、広報活動や

助成制度を実施する必要があり

ます。 

雨水貯留槽の設

置 補 助 を 実 施

し、雨水の有効

利用を促進しま

す。 

98 

クール・タウン

の普及啓発の実

施〔再掲〕 

みどりのカー

テンコンテス

トを実施し、み

どりのカーテ

ンの普及促進

を行います。 

みどりのカーテンコ

ンテストを行うこと

で、クール・タウンの

普及啓発をこすると

ができました。 

みどりのカーテ

ンコンテストを

実施し、入賞作品

の展示を行い、み

どりのカーテン

の普及促進を行

います。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
前年度同様チラシのポスティン

グ等を行うものの、個人の部の応

募数が少なかった。【平成 29 年

度 36 作品、平成 30 年度 28 作

品】 

みどりのカーテ

ンコンテストを

実施します。 

100 

環境に配慮した

電力契約の推進 
電力契約のス

イッチング等

について関心

の薄い市民へ

の周知など、よ

り効果的な方

法を検討しま

す。 

緑化まつり、環境フェ

ア、くるりんまつりな

どでパネル展示等を

行いました。くるりん

まつりでは電力会社

による相談会も開催

しました。 

職員向けには、地産地

消事業に取り組んで

いる電力会社から講

師を招へいし、講演を

行いました。 

環境関連イベン

ト等で、環境に配

慮した電力契約

の推進を図りま

す。 

〈評価〉 4 

〈評価の説明や課題等〉 
多数の市民が来場するイベント

等で PR を行い、関心の薄い層へ

の周知啓発が実施できました。 

 

講演会等を通し

て、温室効果ガ

スの排出が少な

い電力事業者な

ど、環境に配慮

した電力契約の

普及啓発を行い

ます。 
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② 環境に配慮した事業活動の普及 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

101 

ライトダウンキ

ャンペーンの実

施 市内の事業者や

各家庭に一斉消

灯を呼びかけ、

事業に参加する

事業者や各家庭

を増やします。 

星空の観察も併

せて呼びかける

ことで、光害（ひ

かりがい）の問

題についても引

き続き周知啓発

を行います。 

８月１０日に市内の

事業者に一斉消灯を

呼びかけることによ

り、昨年度よりも２事

業所多い市内３３事

業所等に協力宣言を

してもらいました。エ

コキャンドル作り教

室を同時に開催した

り、啓発ポスターを市

内の広報版に掲示す

ることで、市民の参加

を促しました。 

また、同時に星空の観

察も併せて呼びかけ

ることにより、光害

（ひかりがい）の問題

についても周知しま

した。 

市内の事業者や各

家庭に一斉消灯を

呼びかけ、事業に

参加する事業者や

各家庭を増やしま

す。 

星空の観察も併せ

て呼びかけること

で、光害（ひかり

がい）の問題につ

いても引き続き周

知啓発を行いま

す。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
市内の事業者、各家庭に一斉消灯

を呼びかけるだけではなく、同日

に星空の観察も併せて周知するこ

とで、取組に参加する動機づけを

高めることや光害（ひかりがい）

の問題を周知することができまし

た。 

取組が市域全体に広がるように平

成３１年度以降も事業の周知啓発

を継続して行います。 

ライトダウンキ

ャンペーンを実

施し、公共施設

や企業の参加を

促します。 

102 

建築に伴う環境

負荷の低減 

建築物省エネ法

に基づく届出に

対して、受付・

審 査 を 行 い ま

す。 

届出の内容が基

準に適合せず、

必要と認める場

合に、指示・勧

告 等 を 行 い ま

す。また、その

ために必要な準

備をします。 

建築物省エネ法に基

づく届出において、著

しく不十分な届出は

なく指示等もありま

せんでした。 

法令等に基づく指

示等の実施 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
建築物省エネ法に基づく届け出に

おいて、著しく不十分な届出はな

く指示等もありませんでした。 

 

法令に基づく指

示等を継続して

実施します。 
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●施策３ 市の事業活動における環境への配慮 

 

① 市の事業活動における環境への配慮 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

10３ 

ひらつかエコモ

ードの取組の推

進 

29 年度比で、

電気使用量 

1.5％削減、二酸

化 炭 素 排 出 量

2.3％削減、電子

決裁率の向上、

公用車の燃費実

績の向上を目標

に 取 り 組 み ま

す。 

目標達成に向け、省

エネルギー、省資源

の取組などを継続的

に推進しました。 

30 年度比で、電

気使用量 1.0％削

減、二酸化炭素排

出量 2.3％削減、

電子決裁率の向

上、公用車の燃費

実績の向上を目

標に取り組みま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
平成３１年３月時点の予想では、

電気使用量の削減目標を達成で

きると見込まれます。また、環境

監査においては、是正事項０件を

達成するなど、PDCA サイクル

による運用改善が見られました。 

 

市の環境配慮活

動が向上するよ

う、省エネルギ

ーや省資源等に

継続的に取り組

みます。 

104 

公共施設の太陽

光発電システム

等の再生可能エ

ネルギー、省エ

ネ改修や、省エ

ネ型機器の導入

検討、推進 
省エネ型機器に

関する説明会や

関係機関と協議

を行い、導入方

策 に つ い て 調

査・研究を行い

ます。 

高麗山公園レストハ

ウスの省エネ診断を

行いました。 

省エネ型機器に

関する説明会や

関係機関と協議

を行い、導入方策

について調査・研

究を行います。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
高麗山公園レストハウスの省エ

ネ診断を行い、ソフト部分の対策

（省エネ運転や運用方法の改善）

については、実施可能なものから

順次実践し、ハード部分の対策

（省エネ改修）については、今後

実現に向けた検討をしていきま

す。 

 

省エネ改修や、

省エネ型機器の

導入検討を促進

するとともに、

屋根貸し事業に

よる太陽光発電

など、いろいろ

な導入方策につ

いての調査・研

究を行います。 
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№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 

  

     評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

105 

ごみの焼却に伴

う余熱利用の推

進 環境事業センタ

ーから余熱利用

施設に熱供給を

します。 

環境事業センターか

ら余熱利用施設に熱

供給しました。 

環境事業センタ

ーから余熱利用

施設に熱供給を

します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり温水及び熱を供給し

ました。 
環境事業センタ

ーから余熱利用

施設に熱供給を

します。 

106 

廃棄物発電 

環境事業センタ

ー運営事業者が

発電余剰分を売

電します。 

発電余剰分として、

26,492,538ｋｗｈ

の電力を売電しまし

た。 

環境事業センタ

ー運営事業者が

発電余剰分を売

電します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境事業センター運営事業者が

発電余剰分を売電しました。 環境事業センタ

ーの焼却熱を利

用した発電を行

い、施設にて電

気を使用すると

ともに、発電余

剰分の売電を行

います。 

107 

公共施設におけ

る環境に配慮し

た電力調達契約

の推進 

低圧区分電力の

受電施設に係る

環境に配慮した

電力調達契約の

検討を行うとと

もに、地産地消

パートナー事業

者と行う地産地

消事業の具現化

を図ります。 

高圧受電施設につい

ては、電力調達に係

る環境評価項目を満

たす事業者の選定を

行い、入札を実施し

ました。 

低圧受電施設につい

ては、電力の地産地

消事業に係るパート

ナー事業者を、現行

より安価になること

を条件に、選定しま

した。 

 

環境評価項目の

見直しや、電力の

地産地消事業の

継続により、環境

配慮契約を引き

続き推進します。 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境評価項目の見直しにより、温

暖化対策としての基準を強化で

きました。 

平成３１年度から新たに１３４

契約を電力の地産地消パートナ

ー事業の対象に位置付け、契約の

検討と準備を行いました。 

公共施設の電力

調達にあたって

は、環境に配慮

した事業者選定

を推進します。 
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４-２ 循環型社会の実現に向けて取り組みます 

●施策１ 廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進 

 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

108 

家庭系ごみの減量化・資源化に
向けた普及啓発・市民一人当た
りのごみ排出量 

目標値 ９０３ｇ ８９９ｇ ８９４ｇ ８８９ｇ ８８９ｇ 

実績 ８８１ｇ 
８７１ｇ 

(速報値) 
   家庭系ごみの減量化・資源化の

啓発を広く実施します。 

 

 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

109 

事業系ごみの排出ルールの徹底
や事業者に対する指導・ごみの
資源化率 

目標値  26.5% 26.5% 26.5% 26.6% 26.7% 

実績 25.4% 
25.5% 

(速報値) 
   

多量排出事業者に対し、減量化
及び資源化に関する計画書の提
出を求めるほか、定期的に立入
調査を行い、取組状況を確認し
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評  価 

３０年度評価  ５ 

評価の説明や

課題など 

現在集計中のため、確定値は平成３１年８月頃に出ます。 

ごみの減量を呼び掛けるチラシの配布等の推進策を実施することにより、市民１人が１日に排出するごみの

量の削減を推進しました。 

評  価 

３０年度評価 ４ 

評価の説明や

課題など 

現在集計中のため、確定値は平成３１年８月頃に出ます。 

事業系ごみの排出ルールの徹底や多量排出事業者に対する立ち入り調査を実施し、ごみの減量化、資源化を

推進しました。 
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① 廃棄物の発生抑制・資源化の推進 

№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

1１０ 

剪定枝の有効活

用 

市民にごみの適正

排出を啓発し、剪定

枝の戸別収集を行

うことで選定枝の

資源化に努めます。 

市民にごみの適

正排出を啓発し、

剪定枝の戸別収

集を行うことで

選定枝の資源化

に努めました。 

市民にごみの適

正排出を啓発し、

剪定枝の戸別収

集を行うことで

選定枝の資源化

に努めます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
平成 30 年度は、家庭系 198ｔ、

公共系 718ｔ、計 916ｔの収集

を行いました。（31 年 2 月実績

値まで反映）。市民にごみの適正

排出の啓発や剪定枝の戸別収集

を適切に実施できました。 

剪定枝の予約制

各 戸 収 集 を 行

い、二宮町ウッ

ドチップセンタ

ーへ搬入し、資

源化量の向上を

推進します。 

 

111 

使用済小型電子

機器等の資源化

の促進 

小型家電回収ＢＯ

Ｘによる回収に加

え、民間の力を活用

して不燃ごみに含

まれる使用済小型

電子機器等（制度対

象品目）の資源化の

促進に取り組むと

ともに不燃ごみと

して出された使用

済み小型家電等（制

度対象品目）の適正

な選別収集の実施

及び持ち去り対策

を講じるなど、さら

なる資源化のため

の施策を推進して

いきます。 

小 型 家 電 回 収

BOX を各地区公

民館など市関連

施設（32 施設）

に設置し、小型家

電の回収をしま

した。不燃ごみ収

集運搬業務を民

間委託とし、不燃

ごみに含まれる

使用済小型電子

機器等（制度対象

品目）を分別し、

認定事業者に引

き渡すことで、資

源化の促進に取

り組みました。平

成 30 年度の回収

見込み約 97 トン

に対して、約114

トンを回収しま

した。また、持ち

去り対策として、

GPS を活用した

予備追跡調査を

実施しました。 

 

小型家電回収Ｂ

ＯＸによる回収

に加え、民間の力

を活用して不燃

ごみに含まれる

使用済小型電子

機器等（制度対象

品目）の資源化の

促進に取り組む

とともに不燃ご

みとして出され

た使用済み小型

家電等（制度対象

品目）の適正な選

別収集の実施及

び本格的な持ち

去り対策の実施

など、さらなる資

源化のための施

策を推進してい

きます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
平成 30 年度からは小型家電回

収ＢＯＸ回収分の約 11 トンに

加え、不燃ごみに含まれる使用済

み小型家電等（制度対象品目）約

103 トンを回収しました。 

小型家電回収Ｂ

ＯＸによる回収

に加え、民間の

力を活用して不

燃ごみに含まれ

る使用済小型電

子機器等（制度

対象品目）の資

源化の促進にも

取り組みます。 

1１２ 

環境にやさしい

店舗づくりの推

進 
コツコツプランや

ホームページ等を

通じて、ごみ減量

化・資源化協力店の

利用促進を行いま

す。 

コツコツプラン

やホームページ

及びキャンペー

ンを通じて、ごみ

減量化・資源化協

力店の利用促進

を行いました。 

ホームページや

キャンペーン及

び平塚市ごみ通

信を通じて、ごみ

減量化・資源化協

力店の利用促進

を行います。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
キャンペーン等で市民の方へご

み減量化・資源化協力店の利用促

進を呼びかけました。 ごみ減量化・資

源化協力店の活

動 を 促 進 し ま

す。 
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② 廃棄物の適正処理の推進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

113 

焼却残さの資源

化の推進 
ごみ焼却施設焼

却残さを資源化

します。 

焼却残さを 100 パー

セント資源化しまし

た。 

ごみ焼却施設焼却

残さを資源化しま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおりごみ焼却施設焼却残さ

を資源化しました。 
ごみ焼却施設の

焼却残さを資源

化します。 

114 

広域的なごみ処

理の推進 

分別収集区分の

統一に係るマニ

ュアルを運用し

ます。 

マニュアルに基づい

た分別収集を図りま

した。 

分別収集区分の統

一に係るマニュア

ルを運用します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
広域での分別収集について、適正

な運用を行いました。 
分別収集区分の

統一に係るマニ

ュ ア ル を 運 用

し、適正な分別

収集を推進しま

す。 
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●施策２ 不法投棄防止対策の推進 

① 不法投棄防止対策の推進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

115 

不法投棄防止

パトロールの

実施 県との合同パト

ロ ー ル を ４ 回

と、随時のパト

ロールを４０回

実施します。 

県との合同パトロー

ルを４回、随時のパト

ロールを６０回実施

しました。 

県との合同パトロ

ールを４回と、随

時のパトロールを

実施します。 

〈評価〉 ５ 

〈評価の説明や課題等〉 
随時のパトロールを計画以上実施

することができました。不法投棄

場所の特徴や不法投棄物の内容等

の情報共有に繋がりました。 

 

県との合同パト

ロ ー ル を ４ 回

と、随時のパト

ロールを実施し

ます。 

116 

不法投棄防止

に向けた普及

啓発 
県と協力しなが

ら看板掲出等に

より適正排出を

啓発します。 

県と協力しながら、看

板掲出等（７０枚）に

より適正排出を啓発

しました。 

県と協力しながら

看板掲出等により

適正排出を啓発し

ます。 

 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
県と協力しながら、看板掲出等 

（７０枚）により適正排出を啓発

しました。 

前年度に比較すると、不法投棄件

数は横ばいであったが、不法投棄

量はやや減少しました。 

 

神奈川県と協力

しながら、看板

掲出等により、

適正な排出を啓

発します。 

117 

不法投棄物の

追跡調査と回

収 
県、警察等関係

機関と連携しな

がら、追跡調査

に 取 り 組 み ま

す。 

県、警察等の関係機関

と連携しながら、追跡

調査（２件）に取り組

みました。その他、不

法投棄物の開封調査

により判明した事業

者に対して、適正排出

指導を行いました。 

県、警察等関係機

関と連携しなが

ら、追跡調査に取

り組みます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり県、警察等の関係機関

と連携にしながら、追跡調査 

（２件）に取り組みました。 
県、警察等の関

係機関と連携

しながら、追跡

調査に取り組

みます。 
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５-１ 環境教育・環境学習を推進します 

●施策１ 幼稚園・小中学校などにおける環境教育の充実 

 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

118 

わかば環境ＩＳＯの推進・参加
校・園数 

目標値 ５４校・園 ５４校・園 ５５校・園 ５５校・園 ５５校・園 

実績 ５５校・園 ５６校・園    
わかば環境ＩＳＯを通した環境
配慮活動に、学校や幼稚園で取
り組むことで、子どもたちの環
境に対する意識を育みます。 

 

 

① 幼稚園・保育園・小中学校での環境学習の推進 

№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

119 

保育園におけ

る環境への取

組の促進 
緑のカーテンの

設置や節水など

に 取 り 組 み ま

す。また、廃材

を利用した作品

を作るなど、積

極的にリサイク

ルを行います。 

 

緑のカーテンは６園

が設置しました。節水

や廃材を利用した作

品作りは全園で実施

しました。一部の園で

は、プールの残り水や

お茶の葉を再利用す

る等、環境配慮に取り

組みました。 

緑のカーテンの設

置や節水などに取

り組みます。また、

廃材を利用した作

品を作るなど、環

境配慮への取り組

み及び啓発を行い

ます。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
毎年度、保育園独自の環境配慮に

関する目標、取組項目を設定し、

ＰＤＣＡサイクルで進行管理する

ことで、全園で環境配慮への取り

組みが浸透しています。引き続き

運営に支障のない範囲で工夫して

環境配慮に努めます。 

緑のカーテンの

設置や節水など

に 取 り 組 み ま

す。また、廃材

を利用した作品

を作るなど、イ

ベント等で積極

的にリサイクル

を行います。 

 

 

 

 

 

５ 市民・事業者等による環境保全活動を促進します 

評  価 

３０年度評価  ５ 

評価の説明や

課題など 

各園・学校での発達年齢段階に応じた取組の浸透により、環境教育への取組の充実を図りました。今後も引き

続き小中学校・幼稚園（こども園）担当者研修会を通じ、各学校・園が独自に取り組んでいるメニューの充実

を促し、共有を図っていきます。 

わかば環境ＩＳＯの取組が民間幼稚園にも広がっていくように、未加入の民間幼稚園を訪問し、事業の趣旨・

目的を直接説明することで、平成３０年度は新たに１園が取組に参加しました。 
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② 学校などでの環境学習の支援 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

120 

学校での出前

教室等の開催 

【環境政策課】 

ひらつか環境フ

ァンクラブと連

携して、環境・

地球温暖化対策

出前講座を開催

します。 

 

【収集業務課】 

小学４年生を対

象に市内２８校

で実施します。 

（５月～７月） 

【環境政策課】 

環境・地球温暖化対策

出前講座を１１回開

催しました。 

 

【収集業務課】 

小学４年生を対象に、

５月から７月にかけ

て市内２７校で実施

しました。 

【環境政策課】 

ひらつか環境ファ

ンクラブと連携し

て、環境・地球温

暖化対策出前講座

を開催します。さ

らに、平成３１年

度では、地球温暖

化対策の一環とし

て、みどりのカー

テンづくり講習会

を実施します。 

 

【収集業務課】 

小学４年生を対象

に市内２８校で実

施します。 

（５月～７月） 

 

〈評価〉４ 

〈評価の説明や課題等〉 
【環境政策課】 

ひらつか環境ファンクラブと連携

することで、環境・地球温暖化対

策出前講座を開催することができ

ました。 

 

【収集業務課】 

市内の全小学校２８校に参加を呼

び掛けました。学校側の事情で１

校が見送りとなりましたが、２７

校で実施し、合計２，１１０名の

児童が参加しました。 

学校などで出
前教室を開催
するなどして、
子どもたちへ
の啓発を進め
ます。また、ご
み学級を、環境
事業センター
で実施します。 

121 

環境学習教材

や情報の提供 
【環境政策課】 

環境学習教材の

貸し出しを実施

します。 

また、ウェブサ

イト「ひらつか

環 境 学 習 ガ イ

ド」により、情

報提供を行いま

す。 

【教育研究所】 

「わたしたちの

平塚」を、一部

改訂し、配布し

ます。 

【環境政策課】 

環境学習教材の貸し

出し（２件）を実施し

ました。 

ウェブサイト「ひらつ

か環境学習ガイド」に

は、2,002 件のアク

セスがありました。 

 

【教育研究所】 

統計データを修正し、

小学校 3 年生に配布

しました。 

【環境政策課】 

環境学習教材の貸

し出しを実施しま

す。 

また、ウェブサイ

ト「ひらつか環境

学習ガイド」によ

り、情報提供を行

います。 

 

【教育研究所】 

「わたしたちの平

塚」を、改訂し、

配布します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
【環境政策課】 

環境学習教材の貸し出しを行うこ

とができました。 

ウェブサイト「ひらつか環境学習

ガイド」へのアクセス数は、昨年

度より減少しました。 

 

【教育研究所】 

「わたしたちの平塚」を計画通り

配付できました。 

「わたしたち
の平塚」を小学
校３年生へ配
布し、身近な環
境に関する学
習機会を提供
します。 
環境学習教材
の貸し出しを
実施します。 
また、ウェブサ
イト「ひらつか
環境学習ガイ
ド」により、情
報提供を行い
ます。 
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●施策２ 地域における環境教育・環境学習の充実 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

127 

市民活動団体等と連携した出前講座

等の実施・講座開催回数 

目標値 １０回 １１回 １２回 １３回 １４回 

実績 １１回  １１回    ひらつか環境ファンクラブと連携し

て、環境・地球温暖化対策出前講座

を開催します。 

 

 

① 子どもを対象とした環境教室等の開催 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

122 

子ども環境教室

の開催（金目川

生き物観察会は

再掲） 

エコキャンドル

教室も含め、引

き続き、子ども

環境教室を実施

します。海岸編

については、海

岸の植生状況等

を鑑み、6 月に

実施時期を変更

します。 

子ども環境教室海岸

編【27 人参加】、里

山編【65 人参加】、

エコキャンドル教室）

【17 人参加】、エネ

ルギー編【２１人】を

実施しました。金目川

の生き物観察会は荒

天により中止となり

ました。 

こども環境教室

（海岸編、里山編、

エコキャンドル教

室)を実施します。

教室の内容の連続

を避けるため、海

岸編は、ビーチコ

ーミング等の活動

を検討します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
海岸編では、６月に実施したこと

で、多くの植物の開花時期にあた

り、効果的な植生観察ができまし

た。 

計画当初は予定していなかったエ

ネルギー編を実施し、子供達にエ

ネルギーや環境について考えて貰

う機会を新たに提供しました。 

子ども環境教室

（海岸編、里山

編、金目川の生

き物観察会）や

環境フェア等の

機会を利用して

環境教室を実施

します。 

123 

環境ポスターコ

ンクール等の実

施 環境ポスター・

作文コンクール

を実施します。 

環境ポスター（２２４

作品）・作文コンクー

ル（２８作品）の応募

がありました。入賞者

を対象とし、表彰式を

行うとともに、入賞作

品の展示をしました。 

環境ポスターコン

クールを実施しま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境ポスター・作文コンクール共

に予定どおり、実施することがで

きました。 
環境ポスターコ

ンクール等を実

施します。 

124 

こども自然体験

教室の開催 

びわ青少年の家

で、農作業や収

穫物の加工・創

作活動などを行

う、こども自然

体験教室(びわ

っ子クラブ )を

会員３２名で年

９ 回 開 催 し ま

す。 

びわ青少年の家で、農

作 業 や 収 穫 物 の 加

工・創作活動などを行

う、こども自然体験教

室(びわっ子クラブ )

を会員３２名で年９

回開催しました。 

びわ青少年の家

で、農作業や収穫

物の加工・創作活

動などを行う、こ

ども自然体験教室

( び わ っ 子 ク ラ

ブ )を会員３２名

で年９回開催しま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
募集ポスターを従来の掲示場所に

加え、学校等にも掲示することで

定員を上回る応募があり、未経験

者で構成された会員での実施とな

りました。また、全体の出席率は

９０％を超えました。 

こども自然体験

教室(びわっ子ク

ラブ )で、農作業

や 収 穫 物 の 加

工・創作活動な

どを行います。 

評  価 

３０年度評価 ４ 

評価の説明や

課題など 

市民団体に講座開催を積極的に促すことにより、計画どおり環境・地球温暖化対策出前講座を開催することが

できました。 
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② 幅広い年齢層を対象にした環境学習の促進 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

125 

青少年育成・生

涯学習等におけ

る環境学習の促

進 
地域の学習ニー

ズを把握し、地

域の自然環境や

地域人材・団体

を活用し、環境

を身近に感じる

ような講座を行

います。 

平成 29 年度に実施

した「相模川クリーン

キャンペーン」や「自

然観察会」に加えて、

新たに「ビーチ de 地

曳網体験と魚さばき

体験」等を展開しまし

た（計 10 事業、参加

者数延べ 258 人） 

地域における学習

ニーズの把握及び

地域資源や人材の

活用により、環境

を身近に感じる事

業を実施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり地域の特色を生かして

新たな事業を展開することができ

ました。 地域の学習ニー

ズを把握し、地

域の自然環境や

地域人材、団体

等と協働し、環

境を身近に感じ

るような催しや

講座等を開催し

ます。 

126 

博物館における

環境に関する講

座等の開催 博 物 館 に お い

て、自然に関す

る講座や体験学

習、自然観察な

どの行事を開催

します。 

セミの抜け殻を調べ

る行事（3 回、75 人）、

野鳥観察会(1 回、6

人)、水田の生き物観

察(1 回、32 人)を開

催しました。 

博物館において、

自然に関する講座

や体験学習、自然

観察などの行事を

開催します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
参加者は、野鳥や昆虫の観察や学

習を通じて、身の周りの環境と生

物の関わりを学び、野生生物への

理解が促進されました。 

野生動植物に関す

る講座、体験学習、

調査や自然観察な

どの行事を開催し

ます。また、市内

の植物相の状況調

査と植物標本の整

理を行います。 

128 

緑と水に関わる

きっかけとなる

体験学習の実施 
馬入水辺の楽校

にて自然探偵団

の活動を実施し

ます。 

馬入水辺の楽校にて

自然探偵団の活動を

9 回実施しました。 

馬入水辺の楽校に

て自然探偵団の活

動を実施します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
馬入水辺の楽校をフィールドとし

て、エコアップ等の活動を実施す

ることができました。また、活動

に参加した市民が馬入水辺の楽校

について知っていただく機会とな

りました。 

市民団体等と協

働し、子どもや

親子を対象とし

た環境に対する

体験学習プログ

ラムを実施しま

す。 

③ 人材育成 

129 

環境保全に関わ

るリーダー等の

養成 
平塚市環境市民

講座を開催しま

す。 

環境保全団体の

活動を紹介する

パネル展示を実

施します。 

平塚市環境市民講座

（２６人参加）を開催

しました。 

環境保全団体の活動

を紹介するパネル展

示を実施しました。 

平塚市環境市民講

座を開催します。 

環境保全団体の活

動を紹介するパネ

ル展示を実施しま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
環境市民講座や環境保全団体のパ

ネル展示を実施することで、環境

保全活動などに積極的に取り組む

市民を養成することができまし

た。 

環境保全活動など

に積極的に取り組

む市民（リーダー

やコーディネータ

ー）養成のため、

環境市民講座等の

開催や啓発を行い

ます。 
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５-２ 市民等の取組や連携を支援します 

●施策１ 市民活動や企業の取組に対する支援 

 

（重点施策） 

目  標 

№ 
個別施策・指標 

年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 
今後５年間の事業計画（２９年度～３３年度） 

134 

ひらつか環境ファンクラブの活動の

促進・ひらつか環境ファンクラブ団

体会員数 

目標値 
団体会員 

２７団体 

団体会員 

２８団体 

団体会員 

２８団体 

団体会員 

２９団体 

団体会員 

２９団体 

実績 
団体会員 

２７団体 

団体会員 

２９団体 
   環境ファンクラブのイベントへの出

展支援や活動発表会の開催を支援し

ます。 

 

 

① 市民の環境保全活動に対する支援 

№ 
個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 評価 
今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

130 

環境保全活動団

体への支援 
 

【環境政策課】 

地区美化推進委員

会に対し、清掃活

動に係わる消耗品

の提供や補助金を

交付します。 

 

【みどり公園・水辺課】 

・公園愛護会連絡

協議会総会の開催 

・会報の発行 

・公園愛護会連絡

協議会研修会の実

施 

・会報の発行 

・情報提供、活動

支援等 

・緑化モデル団体

総会の開催 

 

【環境政策課】 

地区美化推進委員会２

９地区に対し清掃活動

用のごみ袋を提供し、２

８地区に対し補助金を

交付しました。 

 

【みどり公園・水辺課】 

・緑化モデル団体総会の

開催 

・公園愛護会連絡協議会

総会の開催、会報の発

行、公園愛護会連絡協議

会研修会の実施 

【環境政策課】 

地区美化推進委員

会に対し、清掃活

動に係わる消耗品

の提供や補助金を

交付します。 

 

【みどり公園・水辺課】 

・公園愛護会連絡

協議会総会の開催 

・会報の発行 

・公園愛護会連絡

協議会研修会の実

施 

・緑化モデル団体

に花配布（年 2 回） 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
【環境政策課】 

年２回連絡協議会を開催し、

地区美化に関する課題等の

情報交換を行いました。 

 

【みどり公園・水辺課】 

・緑化モデル団体総会を開催

しました。 

・公園愛護会連絡協議会総会

の開催、会報の発行、公園愛

護会連絡協議会研修会の実

施を行いました。 

地区美化推進委

員長連絡協議会

や公園愛護会・

緑化モデル団体

の活動支援を行

います。 

 

評  価 

３０年度評価 ５ 

評価の説明や

課題など 

ひらつか環境ファンクラブへの活動支援として、緑化まつり、環境フェア、環境パネル展、活動発表会の実

施を支援しました。 

平成３０年度の団体会員は平成２９年度に比べ２団体増加しました。 
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№ 

個別施策 

３０年度計画 ３０年度実績 令和元年度計画 

 

評価 今後５年間の事業計画 

（２９年度～３３年度） 

131 

市民によるまち

づくりの支援 

まちづくりわいわ

い塾、まちづくり

探偵団の開催、ス

ケッチ展の開催、

景観まちづくりに

関連する事業の紹

介や景観パネル展

を開催して、情報

提供等を行うこと

により、市民によ

るまちづくりを支

援します。 

①大人対象の「まちづくり

わいわい塾」については、

市民が主体となって行う

まちづくり「地区まちづく

り」の仕組についての講座

を１１月２９日に神田公

民館、３月２０日に岡崎公

民館で開催しました。ま

た、小学生とその保護者を

対象とした「まちづくり探

偵団」については、「ダン

ボールで公園作り」を１１

月４日に開催しました。 

②スケッチ展については、

他課と共催の「第１３回わ

たしたちの絵画展」におい

て、１０月２５日から１０

月２８日まで平塚市美術

館で開催しました。また、

「絵画展優秀作品特別展

示」を、１１月５日から１

１月９日まで市役所本館、

１１月１５日から１１月

２１日までららぽーと湘

南平塚で開催しました。 

③景観パネル展について

は、景観への意識啓発を行

うパネルの展示を「第１３

回わたしたちの絵画展」及

び、「絵画展優秀作品特別

展示」の開催に合わせ行い

ました。 

まちづくりわいわ

い塾、まちづくり

探偵団の開催、ス

ケッチ展の開催、

景観まちづくりに

関連する事業の紹

介や景観パネル展

を開催して、情報

提供等を行うこと

により、市民によ

るまちづくりを支

援します。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
計画どおり各事業情報提供

等を行い、市民によるまちづ

くりを支援することができ

ました。 

まちづくりわい

わい塾、まちづ

くり探偵団の開

催、スケッチ展

の開催、景観ま

ちづくりに関連

する事業の紹介

や景観パネル展

を開催して、情

報提供等を行う

ことにより、市

民によるまちづ

くりを支援しま

す。 

② 環境にやさしい企業づくりの支援 

132 

環境に配慮した

活動の推進 

懇話会の開催 

（３回） 

活動発表 

（２回） 

懇話会を３回開催しま

した。なお、平成 30 年

度上半期に平塚市環境

共生型企業懇話会の解

散が決まったため、活動

発表の開催は見送って

います。 

平塚地区環境対策

協議会の活動を通

じて、市内事業者

の環境に配慮した

活 動 を 支援 し ま

す。 

〈評価〉 ３ 

〈評価の説明や課題等〉 
懇話会を３回開催し、企業間

の交流、及び企業の環境負荷

の低減への取組の促進を図

りました。 

 

平塚市環境共生型

企業懇話会平塚地

区環境対策協議会

の 活 動 等 を 通 じ

て、企業間の交流

や環境負荷の低減

への取組を促進し

ます。 

133 

公害関係法令に

関する情報提供 ホ ー ム ペ ー ジ で

は、随時情報発信

を行います。 

事業場立入時に、

最新の情報をチラ

シ 等 で 周 知 し ま

す。 

事業所立入時に法令改

正のチラシの配布を行

いました。（９３社） 

大気汚染防止法の法令

改正について、６事業所

に立入し、個別に改正内

容について説明を行い

ました。 

ホームページで随時情

報発信を行いました。 

ホ ー ム ペー ジ で

は、随時情報発信

を行います。 

事業場立入時に、

最新の情報をチラ

シ 等 で 周知 し ま

す。 

〈評価〉 ４ 

〈評価の説明や課題等〉 
ホームページでは、環境測定

結果、法令の周知等の内容を

計画どおり適宜情報発信し

ました。 

事業所立入時のチラシ配布

による周知、法令改正該当事

業者への個別説明会開催に

ついては、計画どおり実施し

ました。 

ウ ェ ブ サ イ ト

で、随時情報発

信を行います。

また、チラシや

事業者説明会に

よる周知を行い

ます。 

 


